
イ
I
ハ
ト
ヴ
の
音
は
越
境
で
き
る
か

|
|
宮
津
賢
治
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ユ
》
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
中
国
語
訳
を
め
ぐ
っ
て
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は
じ
め
に

日
本
近
代
文
学
者
・
小
森
陽
一
に
よ
れ
ば
、
宮
津
賢
治
の
イ
1

ハ
ト
ヴ
に
は
さ
ま
、
ざ
ま
な
「
越
境
」
が
あ
る
。
人

間
に
よ
る
動
物
た
ち
の
世
界
へ
の
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
と
い
っ
た
越
境
だ
け
で
は
な
い
。
「
岩
手
」
で
も
「
イ
ハ

テ
」
で
も
な
く
、
「
イ

i
ハ
ト
ヴ
」
「
イ

i
ハ
ト
!
ヴ
ォ
」
「
イ
エ
ハ
ト
ヴ
」
と
さ
ま
ざ
ま
に
表
記
さ
れ
る
そ
こ
は

「
あ
ら
ゆ
る
言
葉
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
る
言
諮
問
は
も
と
よ
り
、
国
や
民
族
、
時
代
や
地
域
さ
え
も
越
え
て

亡
命
し
て
来
る
」
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
生
と
死
の
境
界
ま
で
も
が
「
言
葉
に
よ
っ
て
易
々
と
越
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
」
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
生
と
死
の
境
界
を
越
境
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
た

と
え
ば
「
春
と
修
羅
』
〈
永
訣
の
朝
〉
に
記
さ
れ
た
今
際
の
際
の
妹
ト
シ
の
「
声
」
は
「
(
あ
め
ゆ
じ
ゅ
と
て
ち
て
け

ん
じ
ゃ
)
」
と
括
弧
書
き
の
方
言
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
標
準
語
で
書
か
れ
た
詩
の
中
に
括
弧
童
聞
き
の
方
言
が
挿

入
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
賢
治
の
鼓
膜
を
震
わ
せ
た
現
実
の
ト
シ
の
声
が
近
代
文
学
の
詩
言
語
と
し
て
の
標
準
語

で
は
再
現
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
「
聴
覚
的
経
験
の
記
憶
と
し
て
の
声
を
言
語
化
す
る
こ
と
へ

の
抗
い
。
声
を
「
日
本
語
」
の
文
字
体
系
に
変
換
し
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
抗
い
。
そ
し
て
、
地
域
語
を
標
準
語
化
す

る
こ
と
へ
の
抗
い
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
賢
治
が
、
生
と
死
の
境
界
を
表
象
す
る
記
号
と
し
て
、
方
一
一
一
日

の
括
弧
書
き
や
ロ
ー
マ
字
表
記
の
採
用
し
た
こ
と
に
、
小
森
は
「
「
自
然
」
や
「
人
工
」
を
問
わ
ず
、
目
に
見
え
る



あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
、
目
に
見
え
な
い
越
境
の
軌
跡
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

と
死
の
境
界
を
、
言
葉
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
意
志
」
を
看
て
取
っ
た
。

で
は
逆
に
、
こ
れ
だ
け
細
心
の
注
音
山
'
を
払
っ
て
一
記
さ
れ
た
詩
言
語
は
と
も
か
く
、
「
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
る
言
語
圏

は
も
と
よ
り
、
国
や
民
族
、
時
代
や
地
域
さ
え
も
越
え
て
亡
命
し
て
来
」
た
イ
l
ハ
ト
ヴ
童
話
の
言
葉
は
、
そ
の

「
ま
こ
と
に
あ
や
し
く
も
楽
し
い
国
土
」
(
『
注
文
の
多
い
料
理
屈
」
広
告
文
)
か
ら
外
へ
と
越
境
す
る
こ
と
は
現
実

的
に
可
能
だ
ろ
う
か
。
前
輯
掲
載
の
拙
郁
で
論
じ
た
、
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
を
標
題
に
し
て
作
曲
さ
れ
た
冨
田
勲
の

《イ
l
ハ
ト
l
ヴ
交
響
曲
》
は
、
二

O
一
五
年
五
月
二

O
目
、
中
国
文
化
部
、
国
家
新
聞
出
版
広
電
総
局
お
よ
び
北

京
市
政
府
主
催
の
第
一
五
回
北
京
国
際
芸
術
祭
「
相
約
北
京
」
(
北
京
で
会
い
ま
し
ょ
う
の
意
)
で
日
本
か
ら
唯
一

招
待
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
中
国
初
演
さ
れ
、
会
場
の
北
京
世
紀
劇
院
を
埋
め
た
一
七

O
O
人
の
聴
衆
か
ら
大

好
評
を
博
し
だ
o

そ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
(
た
と
え
ば
同
じ
く
西
洋
文
化
を
受
容
し

た
国
で
あ
れ
ば
西
洋
)
音
楽
は
国
境
を
越
え
る
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
言
語
で
表
現
さ
れ
た
「
音
」
、
す
な

わ
ち
オ
ノ
マ
ト
ベ

(
O
口
。
ヨ
忠
告
含
・
:
擬
声
語
、
あ
る
い
は
擬
音
語
・
擬
態
語
)
と
な
る
と
、
話
は
そ
う
単
純
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
通
常
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
横
溢
す
る
日
本
の
漫
画
を
外
国
語
に
翻
訳
す
る
場
合
、
最
も
翻
訳
者
を
困
ら

せ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
シ
ー
ン
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
言
葉
を
外
国

語
に
置
き
換
え
画
面
に
配
置
し
た
と
た
ん
、
そ
の
シ

l
ン

(ωgロ
σ)

に
は
本
来
の
凍
り
付
く
よ
う
な
絶
対
的
「
無

音
」
状
況
か
ら
一
転
し
て
、
「
音
」
が
そ
こ
に
存
在
す
る
と
い
う
音
山
味
が
付
与
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

言
、
つ
ま
で
も
な
く
賢
治
作
品
に
は
オ
ノ
マ
ト
ベ
が
頻
出
し
、
詩
人
・
吉
本
隆
明
他
多
く
の
先
人
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
そ
れ
に
は
重
要
な
意
味
が
龍
め
ら
れ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
賢
治
独
特
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
外
国
語
に
ど
の
よ
う

に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
自
然
に
湧
く
。
幸
い
稿
者
は
、
岩
手
大
学
平
成
二
七
年
度
教
員

海
外
派
遣
事
業
(
追
加
分
)
に
よ
り
、
二

O
一
五
年
九
月
か
ら
二

O
一
六
年
一
月
ま
で
中
国
・
北
京
の
清
華
大
学
人

文
学
院
に
高
級
訪
問
学
者
と
し
て
滞
在
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
問
、
受
入
先
の
王
中
沈
教
授
(
中
国
近
現
代

す
な
わ
ち
「
生

イ-}¥トヴの音は越境できるか33 



文
学
・
日
中
比
較
文
学
)
か
ら
賢
治
関
係
で
何
か
講
演
を
と
の
依
頼
を
受
け
、
二

O
一
五
年
一
一
月
二
八
日
に
同
人

文
学
院
中
文
系
で
「
宮
津
賢
治
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
が
根
差
す
も
の
|
|
ト
ル
ス
ト
イ
、
石
川
三
四
郎
、
タ

ゴ
l
ル
か
ら
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
す
で
に
発
表
済
み
の
拙
稿

「
〈
摩
擦
〉
〈
震
動
〉
〈
感
染

V
I
I
-宮
津
賢
治
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
』
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
と
石
川

三
四
郎
の
動
態
社
会
美
学
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ー
!
」
の
内
容
を
主
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
関
連
す
る
拙
稿

の
内
容
と
、
そ
の
後
に
得
た
新
た
な
知
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ュ
》
に
お
い
て
、
他
の

賢
治
童
話
に
も
通
底
す
る
「
イ
i
ハ
ト
ヴ
の
音
」
と
も
言
い
う
る
「
ご
、
つ
ご
う
」
に
代
表
さ
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
、
特

に
「
摩
擦
に
よ
る
震
動
」
を
象
徴
す
る
ガ
行
音
が
い
か
に
入
念
に
動
機
労
作
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想

的
背
景
と
も
関
連
づ
け
て
講
述
し
た
。
そ
の
際
、
王
教
授
か
ら
、
中
国
語
に
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
記
が
少
な
い
と
い
う

示
唆
を
受
け
た
こ
と
が
端
緒
と
な
り
、
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

1
シ
ユ
》
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
中
国
語
で
ど
の
よ
う

に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
い
う
本
稿
の
構
想
が
練
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
中
国
に
お
け
る
先
行
研
究
を
調
べ
る
た
め
に
、
中
国
最
大
の
学
術
デ
l
タ
l
ベ
l
ス
「
中
国
知
網
C

N
K
I
」
で
「
宮
津
賢
治
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
二

O
一
六
年
一
月
一
日
現
在
で
六
一
二
件
(
ち
な
み
に
、
さ
ら

に
別
の
学
術
論
文
検
索
サ
イ
ト
「
維
普
期
刊
資
源
整
合
服
務
平
台
」
で
は
九
八
件
て
さ
ら
に
「
宮
津
賢
治
擬
声

擬
態
詞
」
で
絞
り
込
み
検
索
す
る
と
一
一
二
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
表
示
順
に
上
位
一

O
件
は
以
下
の
通
り
(
以
下
、
読

者
の
便
宜
を
は
か
り
、
簡
体
字
は
日
本
の
漢
字
も
し
く
は
繁
体
字
に
極
力
置
換
す
る
)
。
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-
王
冠
華
「
浅
談
宮
津
賢
治
童
話
中
的
擬
声
擬
態
詞
」
(
『
日
語
学
習
与
研
究
」
二

O
O
一一一年第
O
一
期
)
七
七
j

八
O
頁。

・
王
培
「
浅
談
宮
沢
賢
治
《
風
又
三
郎
》
中
擬
声
擬
態
詞
之
美
学
」
(
『
科
教
文
涯
』
中
旬
刊
、
二

O
二
一
年
)
七
八

1
七
九
頁
。



-
貌
燕
華
「
特
殊
擬
声
擬
態
詞
的
中
文
翻
訳
|
|
以
《
風
又
三
郎
》
為
中
心
」
(
北
京
第
二
外
国
語
大
学
碩
士
論
文
、

二
O
二
二
年
)
。

・
劉
馨
宇
「
浅
析
日
語
中
擬
声
擬
態
調
的
漢
語
翻
訳
|
|
以
宮
津
賢
治
童
話
中
的
擬
声
擬
態
詞
翻
訳
為
例
」
(
『
剣
南

文
学
(
経
典
教
苑
)
』
二

O
二
二
年
O
六
期
)
二
二

0
1
一一一一一百ハ。

・
楊
楊
「
日
語
擬
声
詞
擬
態
詞
翻
訳
策
略
初
探
|
|
以
宮
津
賢
治
《
銀
河
鉄
道
之
夜
》
漢
訳
本
為
例
」
(
漸
江
工
商

大
学
碩
士
論
文
、
二

O
二
二
年
)

・
羅
継
英
「
日
語
擬
声
擬
態
詞
的
基
本
特
征
与
漢
訳
方
法
ー
ー
ー
以
《
風
の
又
三
郎
》
的
漢
訳
為
中
心
」
(
『
福
建
省
外

国
語
文
学
会
二

O
一
一
一
年
会
論
文
集
』
、
二

O
二
一
年
)
一

j
二
三
頁
。

・
張
阿
利
「
《
要
求
多
的
餐
庁
》
的
副
詞
研
究
」
(
湘
湾
大
学
碩
士
論
文
、
二

O
一
一
一
年
)

・
王
膏
「
中
日
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
比
較
研
究
|
|
宮
沢
賢
治
の
作
品
と
そ
の
中
国
語
訳
を
資
料
と
し
て
」
(
青
島
大
学

碩
士
論
文
、
二

O
一
四
年
)

・
徐
弘
穎
「
関
子
宮
沢
賢
治
作
品
中
擬
声
擬
態
語
的
翻
訳
研
究
報
告
」
(
吉
林
大
学
碩
士
論
文
、
二

O
二
二
年
)

・
羅
継
英
「
翻
訳
視
角
下
的
擬
声
詞
・
擬
態
詞
与
象
徴
調
的
対
比
研
究
ー
ー
ー
以
宮
津
賢
治
的
《
風
又
三
郎
》
為
線

索
」
(
慶
門
大
学
碩
士
論
文
、
二

O
一
四
年
)
一

1
二
三
頁
。

イーJ¥トヴの音は越境できるか

以
上
の
リ
ス
ト
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
碩
士
論
文
(
日
本
の
修
士
論
文
に
あ
た
る
。
但
し
日
本

と
異
な
り
碩
士
課
程
は
三
年
で
あ
る
)
が
多
く
、
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
し
て
読
ん
で
み
て
も
、
ど
れ
も
内
容
的
に
は
、
オ

ノ
マ
ト
ペ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
そ
の
分
類
、
そ
し
て
そ
の
翻
訳
比
較
が
主
に
な
っ
て
お
り
、
と
り
た
て
て
目
新
し
い

内
容
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
た

前
述
の
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
の
童
話
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
中

3う



国
語
訳
で
は
何
が
問
題
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
自
的
と
す
る
。
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セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》

の
主
題
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前
掲
の
拙
稿
に
お
け
る
結
論
を
先
に
示
し
て
お
こ
う
。
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
に
底
流
す
る
の
は
、
端
的
に

言
え
ば
、
賢
治
自
身
の
チ
ェ
ロ
を
「
弾
く
」

H
擦
弦
す
る
と
き
に
実
感
さ
れ
た
身
体
感
覚
を
ベ

l
ス
に
、
ト
ル
ス
ト

イ
芸
術
論
の
「
感
染
」
、
賢
治
の
蔵
書
に
そ
の
著
書
『
非
進
化
論
と
人
生
』
(
白
揚
社
、
一
九
二
五
年
)
が
あ
っ
た
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
石
川
三
四
郎
の
社
会
動
態
美
学
に
お
け
る
「
ピ
ブ
ラ
シ
ヨ
ン
H
震
動
」
、
そ
し
て
タ
ゴ

l
ル
芸
術
論
の

「
律
動
的
振
動
」
と
い
っ
た
、
当
時
流
行
し
て
い
た
思
想
的
キ
ー
ワ
ー
ド
を
反
映
さ
せ
た
「
震
動
に
よ
る
(
情
緒

の
)
感
染
」
に
よ
る
主
人
公
の
成
長
過
程
と
い
う
主
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
l
ハ
ト
ヴ
の
音
象
徴
と
し
て
の
「
ガ
作

音
」
で
示
さ
れ
る
「
擦
弦
音
」
を
主
に
、
多
様
な
様
相
に
お
け
る
「
摩
擦
」
表
象
で
統
一
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

(
一
)
摩
擦
音
と
し
て
の
ガ
行
音
と
思
想
的
背
景

岩
手
国
民
高
等
学
校
の
「
農
民
芸
術
」
講
義
初
日
(
一
九
二
六
年
一
月
三

O
日
)
、
受
講
生
・
伊
藤
清
一
の
ノ
ー

ト
に
よ
れ
ば
、
賢
治
は
冒
頭
に
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
批
評
」
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
、
ま
た
、
羅
須
地
人
協
会
で

の
賢
治
の
講
義
を
書
き
留
め
た
伊
藤
忠
一
「
地
人
芸
術
概
論
」
の
ノ

l
ト
に
は
「
芸
術
の
定
義
」
と
し
て
、
ブ
ハ

l

リ
ン
の
「
感
情
社
会
化
の
手
段
」
、
モ
リ
ス
の
「
労
働
に
於
け
る
愉
悦
の
表
現
」
の
前
に
、
ま
ず
ト
ル
ス
ト
イ
の

「
情
緒
を
他
人
に
感
染
し
む
る
手
段
」
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
授
業
用
ノ

l
ト
と
も
い
え
る
「
農

民
芸
術
の
興
隆
」
に
、
室
伏
高
信
『
文
明
の
没
落
』
か
ら
ト
ル
ス
ト
イ
に
関
す
る
一
節
が
メ
モ
書
き
さ
れ
て
い
た
こ

出
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
(
「
芸
術
と
は
何
か
」
一
八
九
七

1
九
八
年
)
が
賢
治
の
創

作
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
従
来
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
賢
治
の
蔵
書
に
は
こ
の
訳
劃
が
あ



り
、
そ
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
楽
長
の
強
権
的
言
動
の
描
写
が
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
の
冒
頭
に
お
け
る
同
様
の

描
写
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
は
、
こ
の
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
こ
そ
ま
さ

に
ト
ル
ス
ト
イ
芸
術
論
の
影
響
が
特
に
顕
著
な
作
品
な
の
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
に
よ
れ
ば
、
芸
術
の
目
的
は
「
芸

術
家
が
体
験
す
る
感
情
を
人
々
に
伝
え
的
」
こ
と
に
あ
り
、
ど
ん
な
感
情
で
あ
れ
「
も
し
そ
れ
が
読
者
、
観
衆
、
聴

衆
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
」
す
べ
て
芸
術
の
対
象
に
な
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
度
経
験
し
た
感
じ
を
自
分
の
な
か
に
呼
ぴ
お
こ
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
の
な
か
に
呼
び
お
こ
し
た
ら
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

動
作
、
線
、
色
、
音
、
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
形
な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て
こ
の
感
じ
を
他
人
も
こ
れ
を
経
験
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
、
ー
ー
ー
こ
れ
が
芸
術
の
働
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
芸
術
と
は
、
あ
る
人
が
自
分
の
経

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

験
し
た
感
じ
を
意
識
的
に
一
定
の
外
面
的
な
符
号
に
よ
っ
て
他
人
に
伝
え
、
他
人
は
こ
の
感
じ
に
感
染
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
日
)

そ
れ
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
成
り
立
つ
人
間
の
働
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
芸
術
の
職
業
化
」
「
芸
術
批
評
」
そ
し
て
「
職
業
学
校
と
し
て
の
芸
術
学
校
」
が
こ
う
し
た
芸
術
の
本

質
を
曇
ら
せ
る
元
凶
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
芸
術
制
度
下
、
「
芸
術
的
」
で
「
深
遠
」
(
換
言
す

れ
ば
「
難
解
」
)
と
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
実
「
一
つ
の
き
ま
っ
た
感
情
も
含
ん
で
い
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
な
ん
ら

感
染
さ
す
べ
き
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
」
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
後
期
の
作
品
一

O
一
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
よ
り
は
、
「
歓

ぴ
、
元
気
。
精
力
の
は
っ
き
り
し
た
感
情
」
を
伝
え
る
百
姓
女
た
ち
の
歌
の
方
こ
そ
「
真
の
芸
術
」
と
さ
れ
幻
o

っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
り
「
感
染
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
内
容
は
さ
て
お
い
て
、
つ
ま
り
そ
の
伝
え
る
感
情
の
価
値
如
何
と
は
無
関
係

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
同
)

に
芸
術
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
す
ぐ
れ
た
芸
術
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
(
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
作
品

が
典
型
例
で
あ
る
が
)
「
作
品
の
意
味
を
把
握
す
る
た
め
と
か
で
観
客
・
聴
衆
・
読
者
が
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
精
神
的

努
力
は
、
読
者
・
観
客
・
聴
衆
の
注
意
を
奪
う
ば
か
り
で
、
感
染
を
妨
げ
て
し
ま
う
」
不
要
な
も
の
で
あ
る
。
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そ
も
「
芸
術
の
感
染
力
の
程
度
は
、
芸
術
家
の
誠
意
の
度
合
い
に
よ
っ
て
増
す
も
の
」
な
の
で
あ
り
、
「
観
客
・
聴

衆
・
読
者
は
、
芸
術
家
自
身
が
自
分
の
作
品
に
感
染
し
、
そ
の
書
き
、
歌
い
、
奏
で
る
の
は
自
分
の
た
め
で
あ
り
、

け
っ
し
て
他
人
に
影
響
を
与
え
る
た
め
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
さ
え
す
れ
ば
、
芸
術
家
の
よ
う
な
心
境
は
か
な
ら
ず

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
ほ
う
へ
も
感
染
す
る
」
。
ち
な
み
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
お
け
る
こ
う
し
た
主
知
主
義
的
職
業
芸

術
家
へ
の
嫌
悪
が
、
賢
治
の
《
農
民
芸
術
概
論
綱
要
》
に
お
け
る
「
職
業
芸
術
家
は
一
度
亡
び
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
と
共
鳴
し
て
い
る
の
は
言
を
侯
た
な
い
。

さ
て
、
賢
治
は
、
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

i
シ
ユ
》
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
ト
ル
ス
ト
イ
芸
術
論
の
思
想
を

ベ
l
ス
に
、
さ
ら
に
自
ら
の
経
験
に
依
拠
し
た
別
の
、
王
題
を
加
味
す
る
。
羅
須
地
人
協
会
時
代
、
荒
ら
屋
で
食
う
や

食
わ
ず
の
生
活
を
送
り
つ
つ
も
、
農
民
楽
団
の
実
現
と
自
作
の
詩
に
音
楽
を
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
チ
ェ
ロ
を
購

入
し
毎
日
練
習
し
て
い
た
賢
治
。
し
か
し
、
そ
れ
は
盛
岡
中
学
の
同
級
生
・
阿
部
孝
が
回
想
す
る
よ
う
に
、
「
チ
ェ

ロ
を
弾
く
と
い
え
ば
、
開
こ
え
は
い
い
が
、
実
は
チ
ェ
ロ
の
弦
を
弓
で
こ
す
っ
て
、
ぎ
い
ん
、
ぎ
い
ん
、
と
お
ぼ
つ

か
な
い
音
を
出
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
れ
だ
け
で
ひ
と
り
悦
に
入
っ
て
い
た
」
状
態
で
、
「
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
彼
の
演
奏
は
、
そ
の
ぎ
い
ん
、
ぎ
い
ん
の
域
か
ら
、
抜
け
で
る
け
し
き
は
な
か
っ
た
」
。
つ
ま
り
、
実
際
は
チ
ェ

ロ
を
弾
く
と
い
う
よ
り
弦
を
弓
で
擦
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
親
友
の
音
楽
教
師
・
藤
原
嘉
藤
治
が
賢

治
と
何
回
か
チ
ェ
ロ
の
練
習
を
し
た
際
に
「
低
音
の
ハ
音
を
ゴ
シ
ゴ
シ
鳴
ら
す
と
、
下
腹
に
電
気
あ
ん
ま
を
か
け
ら

れ
た
様
に
感
じ
、
二
人
で
に
や
に
や
し
な
が
ら
、
幻
想
界
に
飛
び
込
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
賢
治
に
と
っ
て
は
、
チ
エ
ロ
で
楽
曲
を
奏
で
る
よ
り
は
「
ぎ
い
ん
、
ぎ
い
ん
」
「
ゴ
シ
ゴ
シ
」
弦

を
擦
っ
て
鳴
ら
す
こ
と
自
体
に
興
味
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
賢
治
自
身
で
は

な
く
、
友
人
た
ち
が
と
も
に
ガ
行
の
「
摩
擦
音
」
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
、

弦
楽
器
初
心
者
の
弾
き
方
に
つ
い
て
、
力
が
抜
け
ず
弦
を
「
ガ
リ
ガ
リ
」
擦
る
と
い
っ
た
形
容
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
、
弦
楽
器
の
演
奏
は
弓
に
松
脂
を
塗
っ
て
弦
を
擦
る
感
覚
リ
摩
擦
感
覚
と
不
可
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
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実
際
に
チ
ェ
ロ
を
所
有
し
、
そ
の
腕
前
も
下
手
の
横
好
き
レ
ヴ
ェ
ル
だ
っ
た
賢
治
自
身
の
身
体
感
覚
が
ま
ず
如
実
に

反
映
さ
れ
た
の
が
、
ガ
行
音
と
摩
擦
音
の
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
「
ゴ
l
シ
ユ
」
と
い
う
セ
ロ
弾
き
の
主
人
公
の
名
前

で
あ
っ
た
。
実
際
、
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
l
シ
ユ
》
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
特
徴
的
に
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
「
ご
う
ご
う
」

「
が
あ
が
あ
」
「
が
さ
が
さ
」
「
ギ
ウ
ギ
ウ
」
「
ご
く
ご
く
」
「
が
ぶ
が
ぶ
」
「
ご
つ
ご
つ
」
「
ぐ
る
ぐ
る
」
「
ぐ
ん
ぐ
ん
」

「楽

1
」
(
楽
長
、
楽
団
、
楽
手
、
楽
譜
)
と
い
っ
た
ガ
行
音
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
こ
の
童
話
を
統
一
す
る
モ

チ
ー
フ
と
し
て
明
確
に
意
図
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
主
題
は
ま
さ
に
、
楽
長
が
要
求
す
る
「
が
さ

が
さ
」
し
て
い
な
い
楽
音
の
連
な
り
と
し
て
の
「
音
楽
」
で
は
な
く
、
ゴ

l
シ
ユ
が
擦
弦
し
て
発
す
る
「
ご
、
つ
ご
う

が
あ
が
あ
」
と
い
う
「
摩
擦
音
」
そ
の
も
の
に
あ
る
。

音
と
は
振
動
に
他
な
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
「
お
れ
の
セ
ロ
の
音
が
ご
、
つ
ご
う
ひ
グ
く
と
、
そ
れ
が
あ
ん
ま
の
代

り
に
な
っ
て
お
ま
へ
た
ち
の
病
気
が
な
ほ
る
と
い
う
の
か
。
」
と
い
う
ゴ
l
シ
ユ
の
発
言
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
童

話
の
根
本
主
題
と
し
て
の
「
感
染
」
と
「
摩
擦
音
」
と
結
び
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
賢
治
が
導
入
し
た
の
が
、
「
摩
擦

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
震
動
(
振
動
)
に
よ
る
感
染
」
、
す
な
わ
ち
、
セ
ロ
の
擦
弦
リ
摩
擦
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
震
動
が
よ
い
感
染
を
惹
起
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
下
手
な
ゴ
l
シ
ュ
が
セ
ロ
を
擦
弦
し
「
ご
、
つ
ご

う
」
響
か
す
と
、
楽
器
の
中
と
い
う
最
も
直
接
的
に
震
動
が
伝
わ
る
場
で
そ
の
震
動
が
あ
た
か
も
「
電
気
あ
ん
ま
」

の
よ
う
な
治
療
効
果
を
与
え
、
野
鼠
の
子
は
二
回
「
日
を
つ
ぶ
っ
て
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
」
る
。
そ
れ
は
ま

さ
に
震
動
で
あ
り
何
か
に
「
感
染
」
し
た
証
拠
で
も
あ
る
。
床
の
下
で
も
治
る
の
に
、
な
ぜ
ゴ
l
シ
ュ
は
、
セ
ロ
の

中
に
野
鼠
の
子
を
入
れ
て
弾
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
音
を
「
聴
い
て
」
治
っ
た
の
で
は
な
く
「
震
動
に
よ
っ
て
」
治

っ
た
こ
と
を
す
で
に
ゴ

l
シ
ュ
が
悟
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
「
ご
う
ご
う
が
あ
が
あ
」
弾
か
れ
る
楽
曲

名
は
敢
え
て
「
何
と
か
ラ
プ
ソ
デ
ィ
と
か
い
う
も
の
」
と
暖
昧
に
さ
れ
、
母
鼠
が
心
配
そ
う
に
聴
く
の
は
「
音
楽
」

で
は
な
く
「
音
」
の
具
合
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
震
動
に
よ
る
感
染
」
の
思
想
的
淵
源
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
石
川
三
四
郎
に
あ
る
。
石
川
は
エ
リ
ゼ
・
ル
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(
一
九
三

O
年
『
地
人
論
』
を
翻
訳
)
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
1
ペ
ン
タ
ー
な
ど
、
当
時
の
社
会
思
想
家
を
紹

介
す
る
の
に
熱
心
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
に
公
に
さ
れ
た
「
土
民
芸
術
論
」
で
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
下
、
「
芸

術
の
目
的
は
感
激
を
伝
達
す
る
に
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
(
ち
な
み
に
、
石
川
の
言
う
「
土
民
」
は
、
「
土
着
の
民

衆
」
「
地
球
の
子
」
「
無
限
の
宇
宙
に
直
属
の
生
活
を
営
む
者
」
「
地
球
の
主
人
公
」
「
原
始
精
神
の
保
持
者
」
「
文
明

の
垢
に
汚
れ
な
い
人
間
」
と
等
号
で
結
ぼ
れ
る
。
)
こ
れ
に
加
え
、
彼
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
考
え
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の

が
、
「
美
的
感
激
と
は
何
で
あ
る
か
、
意
識
的
に
綜
合
さ
れ
た
る
諸
感
情
(
若
く
は
諸
感
覚
)
の
調
和
に
よ
っ
て
生

ず
る
神
経
の
ピ
ブ
ラ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
。
震
動
で
あ
る
よ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
宇
宙
芸
術
の
原
始
的
表
現
た
る
地

球
は
、
自
然
は
、
其
億
に
し
て
臼
月
星
辰
と
共
に
、
清
浄
無
垢
な
る
詩
劇
を
な
し
、
崇
高
絶
大
な
る
サ
ン
フ
ォ
ニ

イ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
綜
成
す
る
。
何
の
技
巧
も
な
い
、
何
の
作
為
も
な
い
、
感
激
其
も
の
の
近
現
で
あ
る
。
「
無

限
」
其
も
の
の
ピ
ブ
ラ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
。
土
民
芸
術
も
此
の
如
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
主
張
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
親
日
家
で
来
日
も
し
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
並
ん
で
当
時
大
正
時
代
の
文
壇
で
一
時
流
行
児
だ
っ
た
イ
ン
ド

の
詩
人
タ
ゴ
!
ル
の
影
響
も
看
過
で
き
な
い
。
彼
の
『
人
格
論
』
(
一
九
一
七
年
)
第
一
章
に
置
か
れ
た
「
芸
術
と

は
何
か
」
で
、
タ
ゴ
!
ル
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
個
人
の
心
は
、
こ
の
媒
体
と
し
て
の
宇
宙
の
心
の
、
律
動
的
振
動
を

捉
え
、
時
間
と
空
間
の
音
楽
と
し
て
応
唱
す
る
絃
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
心
の
絃
の
質
と
数
と
音
度
は
異
な
り
、
そ

の
調
べ
は
完
成
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
法
は
宇
宙
の
心
の
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
永
遠
な
る
演
奏
者
が
、

創
造
の
舞
踊
音
楽
を
演
奏
す
る
有
限
の
楽
器
で
あ
る
よ
と
し
、
個
人
の
心
を
宇
宙
の
心
の
律
動
的
振
動
に
共
鳴
す

る
絃
に
た
と
え
る
。
さ
ら
に
「
未
完
成
な
も
の
の
う
ち
に
完
成
の
す
が
た
を
啓
示
す
る
、
こ
の
音
楽
の
一
節
一
節
の

な
か
に
完
全
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
音
調
が
最
終
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
調
は
無
限
な

も
の
を
反
映
し
て
い
話
。
」
と
、
賢
治
の
「
永
久
の
未
完
成
こ
れ
完
成
な
り
」
(
《
農
民
芸
術
概
論
綱
要
》
)
の
淵
源
と

も
と
れ
る
一
節
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
真
の
芸
術
に
お
い
て
は
一
切
の
抽
象
観
念
は
不
要
と
さ

れ
、
人
格
化
の
装
い
(
要
素
)
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
作
品
理
解
の
た
め
に
観
客
・
聴
衆
・
読
者
が
払
わ
ね

ク
リ
ユ

40 特集越境する賢治



ば
な
ら
な
い
「
精
神
的
努
力
」
を
否
定
す
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
主
張
に
も
相
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
二
)
ゴ
l
シ
ュ
自
身
に
お
け
る
「
震
動
に
よ
る
感
染
」

さ
て
こ
う
し
た
震
動
に
よ
る
感
染
は
、
セ
ロ
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
野
鼠
の
子
だ
け
に
起
こ
る
の
で
は
な
い
。
セ
ロ

を
擦
弦
す
る
ゴ

i
シ
ュ
自
身
に
も
震
動
に
よ
る
感
染
が
惹
起
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
の
童
話
の
最
も
中
心
的
な
主
題
と
な

る
。
ゴ

l
シ
ュ
と
は
何
者
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
「
町
の
活
動
写
真
館
で
セ
ロ
を
〔
弾
〕
く
係
り
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル
で
活
躍
す
る
楽
団
の
奏
者
で
は
な
く
、
お
ま
け
に
町
に
住
ま
ず
、
ま
さ
に
「
境
界
」
と
し

て
の
川
辺
に
あ
る
「
こ
は
れ
た
」
水
車
小
屋
に
住
ん
で
半
農
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
賢
治
は
あ
ざ
と
い
ま

で
に
ゴ

1
シ
ュ
が
ま
だ
完
全
に
「
職
業
音
楽
家
」
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
状
況
を
印
象
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
ゴ

l
シ
ュ
が
ト
ル
ス
ト
イ
的
に
は
ま
だ
真
の
音
楽
家
に
な
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
三
毛
猫
に
よ
っ
て
自
分
の
畑
か
ら
盗
ら
れ
た
「
半
分
熟
し
た
ト
マ
ト
」
が
ゴ

l
シ
ュ
自
身

の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ゴ

l
シ
ュ
は
百
姓
と
し
て
も
未
熟
で
あ
り
、
ま
た
三
毛
猫
の

よ
う
に
多
少
街
学
的
日
知
力
頼
み
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
強
権
的
な
楽
長
が
ゴ

l
シ
ュ
に
対
し
て
「
表
情
と
い
ふ

こ
と
が
ま
る
で
で
き
て
な
い
」
「
怒
る
も
喜
ぶ
も
感
情
と
い
ふ
も
の
が
き
っ
ぱ
り
出
な
い
ん
だ
」
と
叱
る
シ
l
ン
の

合
意
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
的
な
意
味
で
の
「
感
染
」
さ
せ
る
べ
き
自
分
の
感
情
・
情
緒
が
こ
の
段
階
で
の
ゴ

i
シ
ユ
に

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
譜
を
め
く
り
な
が
ら
弾
い
て
は
考
へ
考
へ
て
は
弾
き
」
何
度

も
反
復
練
習
を
す
る
ゴ

l
シ
ュ
は
、
せ
っ
か
く
「
ご
う
ご
、
つ
ご
う
ご
う
」
と
摩
擦
音
を
響
か
せ
な
が
ら
弾
き
つ
づ
け

て
は
い
る
も
の
の
、
知
力
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
、
自
ら
「
感
染
」
を
妨
げ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
強
権

的
に
描
か
れ
た
「
楽
長
の
し
た
や
う
に
」
ゴ

1
シ
ュ
が
足
を
「
ど
ん
」
と
踏
み
な
ら
し
、
動
物
達
に
対
し
て
威
圧
的

に
振
る
舞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
、
物
知
り
顔
に
「
ト
ロ
メ
ラ
イ
、
ロ
マ
チ
ツ
ク
シ
ュ

l
マ
ン
作

曲
」
と
所
望
す
る
街
学
的
な
(
ロ
マ
ン
派
の
作
曲
家
シ
ュ

l
マ
ン
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
1
ム
は
「
ロ
ベ
ル
ト
」
、
あ
る
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い
は
「
ロ
マ
ン
派
の
」
意
味
で
あ
れ
ば
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
が
正
し
く
、
ま
た
曲
名
は
「
ト
ロ
メ
ラ
イ
」
で
は
な
く

(
幻
)

「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」
が
正
し
い
)
。
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
て
間
違
え
た
三
毛
猫
に
対
し
て
、
ゴ

i
シ
ュ
は
「
何
と
思
っ

た
か
ま
づ
は
ん
け
ち
を
引
き
さ
い
て
じ
ぶ
ん
の
耳
の
穴
へ
ぎ
っ
し
り
つ
め
」
《
印
度
の
虎
狩
》
を
弾
き
出
す
が
、
こ

こ
で
は
「
ご
う
ご
う
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
は
避
け
ら
れ
「
嵐
の
や
う
な
勢
」
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
曲
を
弾
く
と
い
う
時
に
「
は
ん
け
ち
を
引
き
さ
い
て
じ
ぶ
ん
の
耳
の
穴
へ
ぎ
っ
し
り
つ
め
」
る

と
い
う
行
為
は
も
は
や
職
業
音
楽
家
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
ゴ

i
シ
ュ
に
は
「
感
染
」
さ
せ
る
べ
き
感
情
・
情
緒
が
な
い
た
め
、
猫
に
対
し
て
は
た
だ
震
動
が
伝
わ
る
だ
け

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
猫
が
ま
る
で
風
車
の
よ
う
に
「
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
」
ゴ
!
シ
ュ
を
ま
わ
り
、
ゴ

l
シ
ユ

も
す
こ
し
「
ぐ
る
ぐ
る
」
し
て
来
た
と
い
う
描
写
で
象
徴
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
面
で
、
三
毛
猫
の
口
か
ら

「
ト
ロ
メ
ラ
イ
、
ロ
マ
チ
ッ
ク
j
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
《
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ

出
品
己
主
S
ゑ
》
と
は
「
夢
想
」
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
シ
ュ

l
マ
ン
が
含
ま
れ
る
「
ロ
マ
ン
派
」
と
は
抽
象
的
な

「
日
く
一
一
百
い
が
た
い
も
の
」
を
重
視
す
る
芸
術
思
潮
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
《
印
度
の
虎
狩
》
は
「
こ
れ
か
ら
虎

を
つ
か
ま
え
る
所
、
だ
」
と
い
っ
た
描
写
が
あ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
具
象
的
な
標
題
音
楽
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
震
動

に
よ
る
感
染
は
、
ま
さ
に
こ
の
童
話
の
大
団
円
で
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
者
に
よ
っ
て
し
か

惹
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
す
で
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
郭
公
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
ゴ
!
シ
ュ
の
心
に
も
変
化
が
起
き
始
め
る
。
郭
公
が
「
天
井
の
穴
」
か
ら
降
り
て

来
る
際
な
ぜ
「
ぼ
ろ
ん
」
と
い
う
音
が
し
た
の
か
。
こ
れ
が
そ
の
後
郭
公
に
合
わ
せ
て
弾
く
た
め
ゴ

l
シ
ュ
が
セ
ロ

を
調
弦
す
る
際
の
「
ボ
ロ
ン
ボ
ロ
ン
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は

実
は
、
郭
公
に
よ
っ
て
ゴ

1
シ
ュ
の
心
に
他
と
の
調
和
日
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
始
め
る
前
兆
と
し
て
配
さ
れ
た
オ

ノ
マ
ト
ペ
な
の
で
あ
り
、
前
掲
タ
ゴ

l
ル
の
「
わ
れ
わ
れ
の
個
人
の
心
は
、
こ
の
媒
体
と
し
て
の
宇
宙
の
心
の
、
律

動
的
振
動
を
捉
え
、
時
間
と
空
間
の
音
楽
と
し
て
応
唱
す
る
絃
で
あ
る
」
と
い
う
文
に
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
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た
、
単
純
な
「
か
く
こ
う
」
と
い
う
音
を
延
々
と
反
復
す
る
こ
と
は
、
知
的
集
中
力
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら
削
ぐ
。

つ
ま
り
、
郭
公
の
お
か
げ
で
ゴ

l
シ
ュ
は
初
め
て
「
感
染
」
し
や
す
い
状
況
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
は
じ
め
は
む

し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
ゐ
ま
し
た
が
い
つ
ま
で
も
つ
?
け
て
弾
い
て
ゐ
る
う
ち
に
ふ
っ
と
何
だ
か
こ
れ
は
烏
の
方
が
ほ
ん

た
う
の
ド
レ
ミ
フ
ァ
に
は
ま
っ
て
ゐ
る
か
な
と
い
ふ
気
が
し
て
」
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ま
だ
職
業
音
楽
家

的
心
性
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
「
え
い
こ
ん
な
ば
か
な
こ
と
し
て
ゐ
た
ら
お
れ
は
鳥
に
な
っ
て
し
ま
ふ
ん
ぢ
ゃ
な

い
か
」
と
ゴ

l
シ
ュ
は
弾
く
の
を
止
め
る
。

次
に
訪
れ
た
狸
の
子
が
ゴ

i
シ
ュ
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
ま
さ
に
「
震
動
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ゴ

l
シ

ユ
の
心
に
は
「
感
染
」
が
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
狸
の
子
が
叩
く
の
は
、
音
程
に
は
関
係
の
な
い
小
太
鼓
で
あ
り
、

狸
が
「
棒
を
も
っ
て
セ
ロ
の
駒
の
下
の
と
こ
ろ
を
〔
拍
〕
子
を
と
っ
て
ぽ
ん
ぽ
ん
叩
」
く
シ
l
ン
で
は
、
チ
ェ
ロ
を

弓
で
弾
く
際
最
も
重
要
に
な
る
箇
所
で
あ
る
「
駒
」
の
下
と
い
う
、
楽
器
本
体
へ
の
「
震
動
」
が
極
め
て
直
接
的
に

伝
わ
る
箇
所
が
敢
え
て
棒
で
叩
く
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
震
動
」
に
よ
っ
て
ゴ
!
シ
ュ
に
も

「
変
な
曲
」
か
ら
「
こ
れ
は
面
白
い
ぞ
」
へ
と
心
境
の
変
化
、
す
な
わ
ち
「
感
染
」
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
次
に
来
る
の
は
、
野
鼠
の
子
を
セ
ロ
の
「
孔
」
か
ら
中
に
入
れ
〈
震
動
〉
を
直
接
与
え
る
場
面
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
す
で
に
ゴ

l
シ
ユ
は
動
物
た
ち
に
影
響
日
「
感
染
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
実

は
、
こ
こ
で
も
賢
治
の
主
題
動
機
労
作
は
巧
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
最
後
に
な
ぜ
ゴ

i
シ
ュ
が
郭
公
に
謝
る
の
か
と

い
う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
直
結
し
て
い
る
。
野
鼠
の
子
は
「
粗
末
な
箱
み
た
い
な
」
「
ご
つ
ご
つ
し
た
」
「
ず
い
ぶ

ん
悪
い
」
セ
ロ
の
「
孔
」
か
ら
中
に
落
と
さ
れ
底
で
震
動
を
与
え
ら
れ
「
感
染
」
す
る
。
一
方
、
ゴ

l
シ
ュ
は
ど
こ

で
感
染
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
自
分
の
「
こ
は
れ
た
水
車
小
屋
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
毛
猫
は
ゴ

l
シ
ュ
に
《
印
度

の
虎
狩
》
を
弾
か
れ
、
ど
ん
と
一
扉
に
か
ら
だ
を
ぶ
つ
け
た
が
、
扉
は
開
か
な
い
。
そ
の
後
、
部
屋
の
中
で
水
車
な
ら

ぬ
風
車
の
よ
う
に
「
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
」
廻
り
、
さ
ら
に
一
扉
に
ど
ん
と
ぶ
つ
か
っ
て
な
ん
と
か
「
に
げ
み
ち
を
こ

さ
え
ゃ
う
と
」
す
る
。
最
終
的
に
ゴ

l
シ
ュ
が
一
扉
を
開
け
て
猫
は
逃
げ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
次
の
郭
公
の
場
面
で
は
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ど
う
か
。
最
初
天
井
の
穴
か
ら
登
場
し
た
郭
公
は
、
部
屋
か
ら
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
時
い
き
な
り
窓
を
め
が
け
て
飛

び
立
ち
硝
子
に
ぶ
つ
か
っ
て
下
に
落
ち
た
の
で
、
ゴ

l
シ
ユ
は
「
そ
ん
な
に
い
つ
で
も
す
る
す
る
開
く
窓
で
は
」
な

い
窓
を
な
ん
と
か
開
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
窓
は
う
ま
く
開
か
ず
、
郭
公
は
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
、

最
終
的
に
ゴ

i
シ
ュ
は
自
ら
の
足
で
窓
硝
子
を
蹴
破
り
、
郭
公
を
逃
が
す
。
硝
子
は
砕
け
、
窓
は
外
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
ま
ま
で
あ
る
の
に
、
ゴ
!
シ
ュ
は
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
う
。
実
は
、
三
毛
猫
が
ど
ん
と
体
当
た
り
し
て
も

(ゴ

i
シ
ュ
が
鍵
を
閉
め
た
た
め
)
扉
が
開
か
な
か
っ
た
状
況
は
、
ゴ

i
シ
ュ
自
身
も
ま
だ
職
業
音
楽
家
的
意
識
に

捕
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
郭
公
の
お
か
げ
で
ゴ

1
シ
ユ
は
間
随
な
自
分
に
無
意
識
の
う

ち
に
自
ら
「
風
穴
」
を
開
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
動
物
に
よ
っ
て
何
か
に
「
感
染
」
し
た
瞬
間
の
描
写

に
他
な
ら
な
い
。
ゴ
!
シ
ユ
自
身
に
よ
っ
て
い
わ
ば
穴
が
開
け
ら
れ
た
こ
の
水
車
小
屋
こ
そ
、
震
動
に
よ
っ
て
感
染

を
引
き
起
こ
せ
る
孔
の
空
い
た
セ
ロ
と
同
義
の
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
毛
猫
が
訪
れ
た
際
ゴ

1
シ

ユ
は
「
何
と
思
っ
た
か
扉
に
か
ぎ
を
か
つ
て
窓
も
み
ん
な
し
め
て
し
ま
」
う
と
い
う
閉
塞
状
況
を
自
ら
作
り
出
し
、

そ
の
状
況
は
「
は
ん
け
ち
を
引
き
さ
い
て
じ
ぶ
ん
の
耳
の
穴
へ
、
ぎ
っ
し
り
つ
め
る
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
さ
ら
に

補
強
さ
れ
て
い
た
の
そ
も
そ
も
三
毛
猫
が
訪
れ
た
際
ゴ

l
シ
ュ
が
「
ホ
l
シ
ュ
君
か
」
と
寝
ぼ
け
た
「
よ
う
に
」
叫

(
お
)

ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
三
毛
猫
が
ゴ

l
シ
ュ
の
「
影
」
(
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
れ
ば

G
の
発
音
は
H
に

な
る
)
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
風
車
(
日
水
車
)
の
よ
う
に
、
一
二
毛

猫
が
「
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
」
ゴ

l
シ
ユ
の
周
り
を
廻
り
、
ゴ

l
シ
ュ
自
身
も
「
ぐ
る
ぐ
る
」
し
て
く
る
の
は
、
ま

さ
に
そ
こ
に
は
何
回
反
復
練
習
し
て
も
い
っ
こ
う
に
向
上
へ
の
突
破
口
が
み
つ
か
ら
な
い
ゴ

l
シ
ュ
自
身
の
姿
が
投

影
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
ゴ

l
シ
ュ
は
い
わ
ば
野
鼠
の
子
同
様
最
初
は
孔
の
空
い
て
い
な
い
セ
ロ
の
中
で
自
ら
「
ご
、
つ
ご
う

ご
う
ご
う
」
震
動
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
知
力
に
頼
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
為
に
、
何
の
感
染
も

引
き
起
こ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
天
井
の
穴
」
か
ら
下
り
て
き
た
郭
公
(
チ
ェ
ロ
の
孔
か
ら
落
と
さ
れ
る
野
鼠
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に
対
応
)
の
お
か
げ
で
そ
こ
に
職
業
音
楽
{
永
か
ら
脱
す
る
「
に
げ
み
ち
を
こ
さ
え
」
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
郭
公
が
去
っ
た
あ
と
硝
子
窓
が
壊
れ
た
ま
ま
ゴ

i
シ
ュ
は
眠
り
、
さ
ら
に
、
狸
の
子
が
帰
っ
て
か
ら
は

「
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ば
ら
く
ゆ
ふ
べ
の
こ
は
れ
た
ガ
ラ
ス
か
ら
は
い
っ
て
く
る
風
を
吸
っ
」
た
の
ち
、
ま
た
そ
の
ま

ま
眠
る
。
工
業
製
品
、
す
な
わ
ち
文
明
の
産
物
で
あ
る
硝
子
窓
と
は
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
職
業
芸
術
家
と
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
の
謂
で
あ
り
、
硝
子
が
割
れ
て
、
そ
の
「
孔
」
か
ら
入
っ
て
く
る
の
は
、
ま
さ
に
農
村
の
風
で
あ
る
。
そ
し

て
最
後
に
家
に
戻
っ
た
ゴ

i
シ
ュ
は
「
窓
を
あ
け
て
」
郭
公
へ
謝
罪
す
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
賢
治
得
意
の
情
景

描
写
で
も
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
三
毛
猫
が
来
た
時
は
ゴ
l
シ
ュ
自
身
に
よ
っ
て
部
屋
の
あ
か
り
が
消
さ
れ

「
二
十
日
過
ぎ
の
月
の
ひ
か
り
が
室
の
な
か
へ
半
分
ほ
ど
は
い
つ
〔
て
〕
」
く
る
状
態
で
あ
り
、
ゴ

l
シ
ュ
に
脅
さ
れ

郭
公
が
去
る
と
き
は
「
強
権
」
の
象
徴
で
あ
る
「
ま
っ
黒
な
雲
」
が
東
の
空
を
北
へ
と
横
切
っ
て
い
く
が
、
狸
の
子

が
丁
寧
に
お
辞
儀
を
し
て
帰
る
と
き
の
東
の
空
は
「
ぼ
う
っ
と
明
る
く
」
な
っ
て
お
り
、
も
は
や
ま
っ
黒
な
雲
は
な

い
。
勿
論
こ
こ
で
は
、
狸
は
「
子
ど
も
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
狸
汁
を
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
ゴ

l
シ
ユ
の
脅

し
に
対
し
て
も
、
「
何
も
知
ら
な
い
」
狸
の
子
は
動
じ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
子
ど
も
」
と
は
難
し
い
こ
と
を
知
ら
な

い
存
在
、
す
な
わ
ち
「
農
民
や
非
職
業
的
音
楽
家
」
の
謂
で
あ
り
、
専
門
的
知
識
が
な
い
か
ら
こ
そ
ゴ

l
シ
ュ
の
セ

ロ
の
欠
点
に
気
づ
き
う
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
職
業
音
楽
家
で
な
い
無
知
の
存
在
か
ら
の
指
摘
に
素
直
に
「
は
っ

と
」
気
づ
い
た
ゴ
l
シ
ュ
は
、
も
は
や
「
感
染
」
済
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
ゴ

l
シ
ユ
の
覚
醒
過
程
を
明
確
に
特
徴
付
け
る
の
も
実
は
水
車
小
屋
に
関
係
が
あ
る
ガ
行
音
で
あ
る
。

童
話
中
ゴ

l
シ
ュ
は
四
回
水
を
飲
む
。
最
初
の
二
回
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ご
つ
ご
つ
し
た
」
「
黒
い
」
セ
ロ
の
練
習
と
関

連
づ
け
ら
れ
、
ゴ
l
シ
ュ
は
「
ご
く
ご
く
」
水
を
飲
む
。
そ
れ
は
セ
ロ
が
上
手
く
な
り
た
い
と
い
う
「
渇
望
状
態
」

を
象
徴
し
て
お
り
、
実
際
セ
ロ
の
練
習
が
終
わ
っ
た
後
で
の
三
回
目
の
飲
水
場
面
で
は
「
ご
く
ご
く
」
と
い
う
オ
ノ

マ
ト
ペ
は
置
か
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
童
話
の
大
団
円
で
、
「
感
染
」
の
お
か
げ
で
全
て
が
う
ま
く
い
っ
た
ゴ

l
シ

ユ
は
更
な
る
向
上
心
を
抱
い
て
「
が
ぶ
が
ぶ
」
水
を
飲
む
。
「
ご
く
ご
く
」
も
「
が
ぶ
が
ぶ
」
も
水
が
喉
を
通
り
過
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ぎ
る
際
の
摩
擦
音
で
あ
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
さ
に
「
水
飲
み
百
姓
」
と
い
う
表
現
か
ら
想
起

さ
れ
る
よ
う
な
貧
者
・
弱
者
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ゴ

l
シ
ュ
は
摩
擦
に
よ
る
震
動
に
よ
っ
て
「
感
染
」
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
水
を
飲
む
場
面
が
、
内
な
る
「
摩
擦
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
の
鎮
火
行
為

の
謂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
童
話
で
は
マ
ッ
チ
を
擦
る
場
面
が
多
い
。
「
マ
ッ
チ
」
は
「
摩
擦
」
に
よ

っ
て
「
火
花
」
「
火
事
」
を
引
き
起
こ
せ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
文
明
」
あ
る
い
は
「
職
業
音
楽
家
」
の
象
徴
で
あ

る
。
冒
頭
、
楽
長
に
ダ
メ
だ
し
さ
れ
た
楽
団
員
は
マ
ッ
チ
を
擦
る
。
ま
た
、
ゴ

l
シ
ュ
は
生
意
気
な
三
毛
猫
に
対
し

て
猫
の
舌
で
マ
ッ
チ
を
擦
る
と
い
う
虐
待
を
す
る
。
「
眼
や
額
か
ら
ぱ
ち
ぱ
ち
火
花
を
出
」
し
眼
を
「
パ
チ
パ
チ
パ

(
鈎
)

チ
ッ
」
さ
せ
る
三
毛
猫
は
文
明
的
「
摩
擦
」
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
水
に
よ
っ
て
鎮
火
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

最
後
、
演
奏
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
楽
団
員
た
ち
は
煙
車
に
火
を
つ
け
る
た
め
マ
ッ
チ
を
擦
る
が
、
ゴ
!
シ
ュ
が
楽

長
の
指
名
に
よ
っ
て
《
印
度
の
虎
狩
》
を
弾
い
て
楽
屋
に
戻
っ
て
き
た
場
面
で
は
、
「
み
ん
な
火
事
に
で
も
あ
っ
た

あ
と
の
や
う
に
眼
を
じ
っ
と
し
て
ひ
っ
そ
り
と
す
は
り
込
ん
で
ゐ
」
る
と
い
う
描
写
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
楽
長
や

他
の
同
僚
と
の
聞
の
摩
擦
は
、
火
事
の
「
あ
と
」
日
鎮
火
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
限
を
じ
っ

と
し
て
」
と
い
う
表
現
に
あ
る
。
摩
擦
を
象
徴
す
る
三
毛
猫
が
日
か
ら
ぱ
ち
ぱ
ち
火
花
を
出
し
て
い
た
の
と
同
様
、

窮
状
を
訴
え
る
母
野
鼠
は
「
眼
を
片
手
で
こ
す
り
こ
す
り
」
(
摩
擦
表
現
)
話
す
。
そ
の
後
、
野
鼠
の
子
が
セ
ロ
の

中
で
震
動
に
よ
っ
て
感
染
し
外
に
出
さ
れ
た
後
の
「
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
」
る
際
の
描
写
は
「
す
っ
か
り
目

を
つ
ぶ
っ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
も
は
や
摩
擦
は
鎮
静
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
出
の
楽
屋
の
場
面
で
も

同
じ
で
あ
る
。
「
マ
ッ
チ
」

H

「
火
花
」

H

「
摩
擦
」

H

ト
ラ
ブ
ル
と
い
う
図
式
は
、
ゴ

l
シ
ユ
に
よ
る
《
印
度
の

虎
狩
》
の
演
奏
が
「
猫
が
切
な
が
っ
て
ぱ
ち
ぱ
ち
火
花
を
出
し
た
と
こ
ろ
も
過
ぎ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や
火

花
は
散
ら
ず
、
最
終
的
に
「
火
事
に
あ
っ
た
あ
と
の
や
う
」
に
摩
擦
も
収
ま
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
「
表
情
と
い

ふ
こ
と
が
ま
る
で
で
き
て
な
い
」
「
怒
る
も
喜
ぶ
も
感
情
と
い
ふ
も
の
が
き
っ
ぱ
り
出
な
い
」
と
楽
長
に
言
わ
れ
て
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い
た
ゴ

l
シ
ュ
が
、
動
物
相
手
に
怒
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
て
感
情
を
豊
か
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「
十
日
前

と
く
ら
べ
た
ら
ま
る
で
赤
ん
坊
と
兵
隊
」
く
ら
い
成
長
で
き
た
の
は
、
動
物
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
体
験
で
き
た

「
感
染
」
の
美
的
感
激
が
、
職
業
的
音
楽
家
か
ら
真
の
音
楽
家
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に

気
づ
い
た
ゴ

i
シ
ュ
は
、
郭
公
に
対
し
て
改
め
て
謝
り
言
い
訳
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
筋
書
き
も
、

実
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
中
の
一
節
と
共
鳴
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

趣
味
の
堕
落
し
て
い
な
い
人
問
、
す
な
わ
ち
、
都
会
人
な
ら
ぬ
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
、

鈍
く
な
い
感
覚
を
も
っ
動
物
が
森
や
野
で
、
何
千
と
い
う
足
跡
の
な
か
か
ら
自
分
に
必
要
な
一
つ
の
足
跡
を
見

つ
け
る
場
合
と
同
じ
く
、
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。
動
物
は
お
の
れ
に
必
要
な
も
の
を
あ
や
ま
り
な
く
見
い
だ
す

に
相
違
な
い
。
人
間
も
ま
た
同
様
で
、
た
だ
そ
の
天
性
自
然
の
素
質
が
自
己
の
う
ち
で
ゆ
が
め
ら
れ
て
さ
え
い

な
け
れ
ば
、
何
千
の
作
品
の
な
か
か
ら
で
も
、
芸
術
家
の
体
験
し
た
感
情
を
感
染
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
、
自

分
に
と
っ
て
必
要
な
真
の
芸
術
作
品
を
あ
や
ま
り
な
く
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
前
掲
講
演
内
容
か
ら
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
に
関
連
す
る
部
分
の
概
略
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
童
話
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
い
か
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
か
が
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
で
は
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ら
が
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
少
な
い
中
国
語
に
ど
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の

か
を
次
節
で
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。

《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》

の
中
国
語
翻
訳

イー}¥トヴの音は越境できるか

中
国
で
は
す
で
に
こ
の
童
話
に
つ
い
て
も
多
く
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
以
下
の
二
二
件
を
参
照
し

た
。
出
版
年
が
新
し
い
順
に
列
挙
す
る
と
、
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①
「
大
提
琴
高
修
」
(
松
果
工
作
室
編
訳
「
猫
昧
分
局
l
ー
ー
宮
津
賢
治
童
話
精
選
」
、
貴
陽
一
貴
州
出
版
集
団
・
貴

州
人
民
出
版
社
、
二

O
一
四
年
一
一
月
、
九
一
{
)
一

O
七
頁
)

②
「
大
提
琴
高
修
」
(
徐
辰
訳
『
銀
河
鉄
道
之
夜
』
、
滞
陽
一
北
方
聯
合
出
版
伝
媒
(
集
団
)
股
傍
有
限
公
司
・
万

巻
出
版
公
司
、
二

O
一
四
年
七
月
、
一
一
一

j

一
二
八
頁
)

③
「
大
提
琴
歌
修
」
(
王
新
穂
訳
『
銀
河
鉄
道
之
夜
1

1

1
宮
津
賢
治
的
童
話
』
、
西
安
一
挟
西
出
版
集
団
・
侠
西
人

民
出
版
社
、
二

O
一
二
年
二
一
月
、
二
二
j

一
二
六
頁
)

④
「
大
提
琴
高
修
」
(
欧
千
華
訳
『
銀
河
鉄
道
之
夜
』
、
長
春
一
吉
林
出
版
集
団
有
限
責
任
公
司
、
二

O
二
一
年
五

月
、
一
一
一
子
)
一
一
一
一
一
頁
)

⑤
「
大
提
琴
手
高
修
」
(
卜
伝
欣
編
訳
『
夜
鷹
之
星
|
|
宮
津
賢
治
章
一
話
集
』
、
天
津
一
菅
出
版
社
、
二

O
二

年

七
月
、
二

0
0
1
一
一
八
頁
)

⑤
「
大
提
琴
手
高
修
」
(
成
浩
訳
『
猫
的
事
務
所
|
|
宮
津
賢
治
童
話
精
選
集
」
、
上
海
一
上
海
文
芸
出
版
社
、

二
O
一
一
年
四
月
、
一
;
一
九
百
ハ
)

⑦
「
大
提
琴
手
高
修
」
(
唐
権
華
訳
『
宮
津
賢
治
童
話
』
、
南
昌
二
一
十
一
世
紀
出
版
社
、
二

O
O
九
年
七
月
、

七
七
j
八
七
頁
)

③
「
大
提
琴
手
文
修
」
(
周
龍
梅
・
彰
諮
共
訳
「
渡
過
雪
原
』
、
貴
陽
一
貴
州
出
版
集
団
公
司
・
貴
州
人
民
出
版
社
、

二
O
O
八
年
、
三
六
j
六
二
頁
)

①
「
大
提
琴
手
文
修
」
(
張
哲
訳
、
王
敏
編
『
{
呂
津
賢
治
傑
作
選
』
、
北
京
一
中
国
社
会
出
版
社
、
二

O
O
七
年
四

月
、
九
三

1
一
O
八
頁
)

⑩
「
大
提
琴
手
文
修
」
(
周
龍
梅
訳
『
銀
河
鉄
道
之
夜
|
|
宮
津
賢
治
童
話
』
、
青
島
一
青
島
出
版
社
、
二

O
O
六

年
、
六
一

i
八
O
頁
)

⑪
「
大
提
琴
手
寄
雪
」
(
楊
風
蓮
編
『
宮
津
賢
治
童
話
精
選
』
、
天
津
一
天
津
大
学
出
版
社
、
二

O
O
五
年
七
月
、
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二
三
三
j
二
七
一
頁
)

⑫
「
大
提
琴
手
文
修
」
(
周
龍
梅
訳
・
彰
諮
導
読
『
宮
沢
賢
治
童
話
文
集
③
銀
河
鉄
道
之
夜
』
、
上
海
一
少
年
児

童
出
版
社
、
二

O
O
三
年
五
月
、
二
二
三

1
二
四
七
頁
)

⑬
「
大
提
琴
手
」
(
周
龍
梅
訳
、
「
宮
津
賢
治
童
話
」
、
南
京
一
訳
林
出
版
社
、
一
九
九
四
年
八
月
、
四
九
j
六
三

頁
、
王
敏
編
『
宮
津
賢
治
作
品
選
』
、
海
陽
一
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
六
年
六
月
、
九
一

1

一一

O
頁
に

再
録
)

と
な
る
。
ま
た
、
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
繁
体
字
・
縦
書
き
に
よ
る
以
下
二
件
の
文
献
も
参
照
し
た
。

⑭
「
大
提
琴
手
高
修
」
(
頼
庭
錆
諜
『
銀
河
鍛
道
之
夜
』
、
蓋
北
二
口
同
質
書
版
集
圏
、
二

O
二
二
年
一
月
、

j
二
O
九
頁
)

⑬
「
技
大
提
琴
的
高
醇
」
(
欧
千
華
諜
『
銀
河
鍛
道
之
夜
』
新
版
、
蓋
北
豚
深
坑
郷
一
立
村
文
化
有
限
公
司
、

二
O
一
O
年
一
一
月
、
二
一
六
j

一
四
七
頁
)
。

九

⑬
「
大
提
琴
手
高
休
」
(
蒋
海
寧
改
写
『
宮
津
賢
治
童
話
』
、
北
京
一
教
育
科
学
出
版
社
、
二

O
一
三
年
八
月
、

二
0
1四
六
頁
)

⑫
『
大
提
琴
手
高
修
』
(
吉
志
蓮
改
編
・
許
恰
齢
誇
、
牽
北
勝
中
和
市
一
上
人
文
化
出
版
、
二

O
O
四
年
月
。
※

二
O
O
一
ニ
年
韓
国
で
発
行
さ
れ
た
子
供
向
け
絵
本
の
中
国
語
訳
版
。
繁
体
字
・
注
音
符
号
使
用
。
絵
本
用
な
の

で
、
文
章
は
場
面
ご
と
の
要
約
に
近
い
。
)

イ-}¥トヴの音は越境できるか

こ
れ
ら
以
外
に
は
、
今
回
は
子
ど
も
向
け
リ
ラ
イ
ト
版
で
あ
る
、
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⑬
「
大
提
琴
手
馬
修
」
(
周
挑
罪
評
寓
『
銀
河
畿
道
之
夜
」
(
豪
北
一
東
方
出
版
社
、

二
四
一
頁
。
繁
体
字
・
縦
書
き
)
。

一
九
九
八
年
)
二

O
三
j

う0

⑫
「
大
提
琴
手
高
修
」
(
「
少
年
文
芸
」
二

O
O
九
年
一
期
、

一
四
五
j

一
六
三
頁
)

特集越境する賢治

の
三
件
と
、
訳
者
不
詳
で
は
あ
る
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
件
、

の
計
十
九
件
を
参
照
し
た
。
た
と
え
ば
、
⑩
と
⑬
は
ど
ち
ら
も
周
龍
梅
訳
、
④
と
⑬
は
ど
ち
ら
も
欧
千
華
訳
だ
が
、

タ
イ
ト
ル
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
訳
文
も
異
な
る
の
で
別
の
も
の
と
し
た
。
ま
た
同
じ
く
周
龍
梅
訳
の
⑫
は
⑩

と
タ
イ
ト
ル
も
訳
文
も
ほ
と
ん
ど
向
じ
だ
が
後
述
の
よ
う
に
一
部
違
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
別
立
て
と
し
た
。

ち
な
み
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
誰
が
訳
し
た
か
わ
か
ら
な
い
中
国
語
訳
が
た
く
さ
ん
ア
ッ
。
ブ
ロ
ー
ド
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
ご
「
0
0と
は
俺
の
こ
と
か
と
ゴ
i
シ
ュ
云
ひ
」
?

ま
ず
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

i
シ
ユ
》
本
文
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
見
て
行
く
前
に
、
ガ
行
音
の
最
も
中
心

的
な
発
信
源
で
あ
る
タ
イ
ト
ル
・
ネ
イ
ム
「
ゴ

l
シ
ユ
」
が
ど
の
よ
う
に
中
国
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
ゆ

こ
う
。
「
ギ
ヨ

l
テ
と
は
俺
の
こ
と
か
と
ゲ
l
テ
一
一
一
一
口
い
」
と
は
斎
藤
緑
雨
作
と
さ
れ
て
い
る
川
柳
だ
が
、
当
時
、

ゲ
i
一アの
0
2
7
0
の
日
本
語
表
記
は
「
ゴ
エ
テ
」
「
ギ
ュ

l
テ
」
「
ギ
ェ

l
テ
」
「
ギ
ョ

l
ト
」
「
ギ
ョ

1
ツ
」
「
ギ
ユ

エ
テ
」
「
ゲ
ォ
エ
テ
」
「
ゴ
ア
タ
」
「
グ
ウ
ィ

1
テ
」
「
ゲ
ヱ
テ
i
」
「
ゲ
!
テ
l
」
「
ギ
ョ
ウ
テ
」
「
ギ
ヨ

l
テ
」
「
ギ

ョ
l
テ
」
「
ギ
ョ

l
テ
1
」
「
ギ
ヨ
テ
l
」
「
ゴ
ヱ
テ
」
「
ギ
ヨ
テ
」
「
ギ
ヨ
デ
テ
」
「
ギ
ヨ
オ
テ
」
「
ゲ
ョ

l
テ
」
「
ゲ

ヨ
1
テ
」
「
ゴ
エ
テ
l
」
「
ゲ
エ
テ
」
「
ギ
ヨ
エ
テ
」
「
ゲ
ョ
エ
テ
」
「
ギ
ョ

l
ツ
」
「
グ

1
テ
」
「
ゲ
イ
テ
」
「
ギ
ョ
エ



一
ア
」
な
ど
数
十
通
り
も
あ
っ
た
と
い
減
。
⑬
を
除
く
前
掲
十
八
件
の
タ
イ
ト
ル
を
見
れ
ば
、
こ
れ
と
同
じ
事
が

「ゴ

l
シ
ユ
」
の
中
国
語
訳
に
も
起
こ
っ
て
い
る
と
一
目
で
わ
か
る
、
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
だ
け
で
も
、
「
高
修
」
①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑬
⑫
⑬
、
「
歌
修
」
③
、
「
文
修
」
③
⑨
⑩
⑫
、
「
寄
雪
」
⑪
、
(
「
五
口

修
」
⑬
)
、
「
高
醇
」
⑬
、
「
高
休
」
⑬
、
「
馬
修
」
⑬
と
な
る
。
基
本
的
に
、
中
国
語
の
普
通
話
(
い
わ
ゆ
る
標
準

語
)
の
声
調
、
い
わ
ゆ
る
四
声
に
は
、
高
く
平
ら
に
伸
ば
す
第
一
声
、
真
ん
中
の
高
さ
か
ら
上
に
あ
が
る
第
二
声

(
驚
い
た
時
の
「
え
j

?
」
に
近
い
)
、
低
い
声
で
字
型
に
押
し
下
げ
る
第
三
声
(
が
っ
か
り
し
た
時
の
「
あ
ー
あ
」

に
近
い
)
、
上
か
ら
下
に
さ
が
る
第
四
声
(
烏
の
鳴
き
声
「
カ
ア
」
に
近
い
)
と
、
軽
く
短
く
発
音
す
る
軽
声
の
五

種
類
が
あ
り
、
前
述
の
順
で
排
音
表
記
し
て
み
る
と
「
高
修
の
g
H也
己
」
、
「
文
修

COH也
己
」
、
「
高
酵

の
g
H自
己
」
、
「
高
休
の
g
H也
己
」
、
「
歌
修

coH也
巳
」
、
「
豆
叫
雪
の
己
目
。
ω
」
、
「
五
口
修
司
尽
比
己
」
と
な
る
。
ま
た
、

高
畑
勲
監
督
作
品
の
ア
ニ
メ
作
品
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
に
は
「
高
術
大
提
琴
演
奏
家
』
と
い
う
字
幕
が
付

け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
だ
と
「
高
術
習
OH昏
忌
」
と
な
る
。
さ
ら
に
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

「
高
斯

E
o
E
H」
と
い
う
訳
も
見
か
け
た
。
日
本
人
の
耳
に
は
「
CO戸
山
岳
巳
(
∞
宮
は
軽
声
)
と
い
う
発
音
が

「ゴ

l
シ
ユ
」
に
一
番
近
い
の
だ
が
、
実
は
普
通
語
に
は
日
本
語
の
よ
う
な
濁
点
の
つ
く
発
音
は
な
い
の
で
「

g
」

の
音
は
日
本
語
の
ガ
行
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

F
g
H」
に
し
て
も
「
∞
ぬ
と
に
し
て
も
「

g
」
で
始
ま
る

音
が
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
こ
れ
は
ニ
れ
で
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑫
と
⑬
は
、
今
は
台

湾
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
注
音
符
号
で
す
べ
て
ル
ピ
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
高
」
は
「
円
以
去
」
(
∞
gH)
、

「
馬
」
は
「
円
〉

γ
」
(
5忠
)
、
「
修
」
は
「
丁
一
ヌ
」
(
比
o己
)
と
な
る
。

で
は
な
ぜ
「
∞
き
」
に
し
て
も
「
∞
色
に
し
て
も
第
四
声
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
外
国

人
名
用
の
音
訳
字
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
漢
字
の
も
つ
意
味
が
そ
の
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
な
る
べ
く
当
て
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
(
つ
ま
り
、
「
∞
き
品
」
に
も
「
∞
早
」
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
字

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
)
。
た
と
え
ば
ロ
シ
ア
の
作
家
ゴ

l
リ
キ

I
C
2
5
1
(
ペ
ン
ネ
イ
ム
)
で
あ
れ
ば
「
高

イー)¥トヴの音は越境できるかラ1



爾
廿
挫
の
W
O
H
O
円
以
口
」
、
同
じ
く
作
家
ゴ

l
ゴ
リ
の
o
∞
o-
は
「
果
文
里
の

gω
布
。
ロ

ω」、

C
山
口
位
。
円
は
「
文
帯
耶

cgH島
寸
oH」
、
同
じ
く
画
家
ゴ

i
ギ
ヤ
ン
の
告
加
巳
ロ
は
「
高
更
の

g
k
g
t」
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
文
帯
耶
」
を
例
に
と
る
と
、
「
文
」
は
矛
の
意
味
だ
が
、
中
国
人
の
姓
に
あ
り
、
「
帯
」

は
花
や
果
実
な
ど
の
「
へ
た
」
の
意
味
だ
が
、
外
国
語
の
地
名
・
人
名
な
ど
の
音
訳
字
に
使
わ
れ
る
漢
字
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
音
訳
字
に
つ
い
て
は
音

ユ
」
の
音
訳
字
に
つ
い
て
は
、
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
調
弦
す
る
際
「
ギ
ウ
ギ
ウ
」
音
が
す
る

(
調
整
が
悪
い
)
「
黒
い
」
(
普
通
は
茶
色
)
「
ご
つ
ご
つ
し
た
」
「
粗
末
な
箱
み
た
い
な
」
「
ず
い
ぶ
ん
悪
い
」
セ
ロ
を

弾
く
「
楽
手
の
な
か
で
は
い
ち
ば
ん
下
手
」
と
形
容
さ
れ
る
ゴ

l
シ
ュ
の
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語

「∞言。

E
」
(
「
歪
ん
だ
」
「
不
器
用
な
」
の
意
)
説
、
南
ド
イ
ツ
語
方
言
「
の
告
の
と
(
「
郭
公
」
日
「
愚
人
、
頓
馬
、

阿
呆
」
も
含
音
山
)
説
、
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
詩
人
「
オ
l
ロ
ピ
ン
ド
・
ゴ

i
シ
ユ
」
説
な
ど
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
従
来
書
き
間
違
い
か
と
思
わ
れ
て
き
た
草
稿
段
階
で
の
メ
モ
書
き
「
ゴ

l
シ
ャ
」
も
、
そ
れ
に

ヒ
ン
ド
ゥ

l
語
の
「
騒
音
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
単
な
る
書
き
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
(
ち
な
み

に
、
草
稿
段
階
で
は
「
セ
ロ
弾
き
」
↓
「
一
ア
イ
シ
ウ
」
↓
「
ゴ

1
パ
1
」
↓
「
ゴ
!
シ
ユ
」
と
変
化
し
た
)
。
で
は
、

改
め
て
中
国
語
の
音
訳
字
を
見
て
み
れ
ば
、
「
高
」
「
文
」
「
歌
」
「
吾
」
「
寄
」
「
醇
」
「
馬
」
は
ど
れ
も
中
国
人
の
姓

に
用
い
ら
れ
る
漢
字
で
あ
り
、
「
修
」
に
は
修
行
、
修
業
の
意
味
の
他
に
修
繕
・
修
正
す
る
音
山
味
が
、
「
休
」
に
は
休

み
だ
け
で
な
く
「
喜
び
・
古
事
」
の
意
味
が
、
「
術
」
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
技
術
・
芸
術
に
通
じ
、
「
雪
」
に
は
「
雪

辱
」
の
よ
う
に
恥
を
雪
ぐ
と
い
う
意
味
も
あ
る
(
「
斯
」
は
「
こ
れ
、
こ
こ
」
の
意
味
だ
が
外
国
語
の
地
名
・
人
名

な
ど
の
音
訳
字
に
使
わ
れ
る
漢
字
)
。
「
可
さ
は
兄
貴
の
音
山
味
で
あ
り
(
本
輯
収
録
の
森
三
紗
氏
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
あ

る
よ
う
に
、
一
九
四
二
年
二
月
に
新
京
の
芸
文
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
李
春
明
に
よ
る
《
風
の
又
三
郎
》
の
中
国

語
訳
タ
イ
ト
ル
は
『
風
大
寄
』
)
、
「
高
」
「
歌
」
「
五
口
」
の
意
味
は
説
明
不
要
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
賢
治
が
「
ゴ

i
シ

ユ
」
と
い
う
音
に
多
様
な
意
味
を
込
め
た
よ
う
に
、
中
国
語
翻
訳
者
た
ち
は
「
ゴ

l
シ
ユ
」
の
音
に
つ
い
て
漢
字
の

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ゴ

l
テ
ィ
エ

う2特集越境する賢治



特
性
を
活
か
し
(
た
と
え
ば
外
来
語
に
当
て
ら
れ
た
中
国
語
で
最
も
成
功
し
た
と
さ
れ
る
の
が
「
可
口
可
楽

問。
ω
E忌
宮
臼
早
」
リ
の
o
g
c
o
E
で
あ
る
)
、
自
分
な
り
の
解
釈
に
従
っ
て
音
山
味
を
込
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
二
)
オ
ノ
マ
卜
ペ
は
ど
の
よ
う
に
中
国
語
訳
さ
れ
て
い
る
の
か

で
は
、
こ
の
童
話
で
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
震
動
や
摩
擦
を
示
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
ど
の
よ
う
に
中
国
語

訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
擬
音
語
に
限
っ
て
列
挙
し
て
み
る
(
引
用
符
で
括
ら
れ
た
も
の
は
、
敢
え

て
そ
こ
に
そ
の
音
が
存
在
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
表
記
な
の
で
、
引
用
符
が
な
い
表
記
と
区
別
し
た
)
。

内
岡
山
附
川
凹

・
「
ボ

l
ボ
i
」
(
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
)
・
:
「
翰
喰
君
。
蒜
H

」
①
②
③
④
⑤
⑬
、
「
喰
喰
翰
」
①
、
「
ク
嚇
嚇
ψ

(EH」
③
、
「
嚇
嚇
」
⑬
、
「
鳴
鳴
き
と
⑦
、
つ
肝
砕
。
宮
口
∞
己
⑮
⑫
、
「
波
|
波
|
ざ
と
⑬
、
つ
嘆
|
嘆

luH)CH」
⑭
、
(
「
飽
満

g。
ω58ω
」
⑥
⑬
)

・
「
ば
た
つ
」
(
楽
長
が
手
を
拍
つ
音
)
・
:
つ
唱
。
宮
H

」
③
⑥
③
⑨
⑮
⑪
⑫
⑬
⑬
、
「
噌
」
②
④
⑬
⑬

・
「
ト
ォ
テ
テ
テ
テ
テ
イ
」
(
楽
長
の
口
ず
さ
み
の
音
)
:
・
「
駐
哩
哩
、
哩
哩
地

E
E
H
」
①
⑤
⑬
、
「
除
、
階
幡
、
隊
、

塔
暗
号
認
冨
巴
」
③
③
⑬
⑫
、
「
哨
臆
瞬
、
唯
唯
晴
岳
5
9
H
」
⑥
⑬
、
「
移
西
、
西
西
西
含
O
H
低
亡
②
、
「
移
哩

哩
、
哩
哩
駐
含

oEH」
⑦
、
「
打
滴
、
滴
滴
滴
含
ω
島
」
⑨
、
「
多
滴
滴
滴
:
:
:
含

oEH」
⑬
、
「
移
|
|
吠
吠
、

吠
吹
的
含

o
E包
含
」
⑪
、
「
昧
、
嵯
礎
、
成
、
暁
暗
号

a
E巴
」
⑬
、
「
成
、
妹
、
除
、
降
、
降
、
妹
、
品
。
ぉ

H」
⑭
、
「
ロ

o
包
∞
ゲ

回
目
白
」
④
、
「
ロ
o
l
白
戸
∞
日
目
白
|
」
⑬

・
「
ば
っ
」
(
楽
長
が
手
を
拍
つ
音
)
:
・
つ
刷
。
」
③
⑥
③
⑩
、
「
噸
」
②
⑦
⑬

・
「
が
さ
が
さ
」
(
雑
な
演
奏
の
音
)
:
・
「
時
里
嘩
助
社

H
5
5口
巴
」
⑨

・
「
ご
く
ご
く
」
(
水
を
飲
む
音
)
・
:
「
晴
時
晴
昧
、
∞
己
含
お
と
①
④
⑧
③
⑩
⑪
⑫
⑬
、
「
枯
嚇
晴
嚇
∞
己

E
H」
③

イ-}¥トヴの音は越境できるかう3



⑥
③
⑬
⑫
⑬
⑬
、
「
ク
枯
嚇
帖
卿
。
」
⑥
、
「
枯
噌
枯
噌
∞
己
E
H」
②
⑤
⑦
⑬
⑫
、
「
附
噌
」
⑬
(
原
文
に
な
い
と
こ

ろ
で
も
表
記
あ
り
)

・
「
ご
う
ご
'
つ
ご
う
ご
う
」
(
セ
ロ
の
響
く
音
)
:
・
「
喰
翰

3
お
と
①
②
⑤
③
⑩
⑫
⑬
、
「
伸
明
晩
翰
翰
」

O
、
「
喰

ぅ4

翰
翰
」

0

・
「
と
ん
と
ん
」
(
猫
が
戸
を
敵
く
音
)
:
・
「
除
、
昨
、
品
。
認
と
①
②
③
⑦
③
⑩
⑪
⑫
⑫
、
「
昧
、
除
、
降
、
」
⑨
⑬
、
つ
妹
、

略
。
」
⑥
、
つ
叩
叩
。
}
円
O

戸
ω
」
⑬

・
「
ば
っ
」
(
猫
が
飛
び
退
く
音
)
・
:
「
唆
ωo
己
」
③
⑩
⑫
⑬
、
つ
醐
官
。
」
@
、
つ
砕

oH)g∞H
」
⑬
⑫

・
「
ど
ん
」
(
猫
が
扉
に
ぶ
つ
か
る
音
)
:
・
つ
砕
。
宮
認
と
①
⑤
⑥
⑬
、
「
肝
」
①
、
「
的
問
、
号
お
と
②
④
、
つ
除
、
。
」

③
⑫
、
「
除
、
」
⑪
⑬
、
「
然
回
答
矢
口
答
(UN
」
⑬

・
「
パ
チ
パ
チ
パ
チ
ッ
」
(
猫
が
瞬
き
を
す
る
音
)
:
・
「
肥
暗
杷
塔

g
zと
⑨
、
「
琳
琳
也
己
」
⑬

・
「
ぱ
ち
ぱ
ち
」
(
火
花
が
出
る
時
の
音
)
:
・
「
瞬
瞬
哨
哨

1
U巴
」
②
③
⑩
⑫
⑬
、
「
7
聯
瞬
哨
哨
。
」
⑥

・
「
シ
ユ
ツ
」
(
猫
の
舌
で
マ
ッ
チ
を
擦
る
音
)
:
・
「
喋

g
H」
③
⑩
⑫
、
つ
昨
別
々
の
E
と
①
、
つ
刺
。
の
E
H」
⑤
、

「
琳
包
己
」
⑥

・
「
ぼ
ろ
ん
」
(
郭
公
が
降
り
て
来
た
時
の
音
)
・
:
「
把
塔

g
E色
②
、
つ
撲
綾
o
u巳
o
ロ
∞
」
③
、
つ
撲
拐
。

H
)

己
o
ロ
∞
」
⑪
、
「
朴
拐
拐
」
③
「
。
撲
通
ψ

日)巳け
O

お
と
⑥
、
「
ク
嘆
。
吉
凶
」
③
、
「
嘆
」
⑩

・
「
こ
つ
こ
つ
」
(
戸
を
敵
く
音
)
・
:
「
降
、
降
、
号
認
と
⑦
⑩
、
つ
終
的
問
、
。
」
③
、
ば
一
、
、
除
、
ψ

」
①
、
「
篤
篤
含
ω
」
④
、

つ
篤
篤
乙
⑥
、
つ
篤
ヘ
ク
篤
。
」
⑬
、
つ
叩
ヘ
ク
叩
。
}
円
。
戸
ω
」
③
、
つ
叩
、
叩
乙
⑤
、
「
叩
叩
」
⑬
⑬
、
「
当
当

含
お
と
②
⑪
、
「
略
岐
略
岐
∞
oHNEH」
⑨
、
つ
榔
、
榔
、
榔
。

(EH」
⑬

・
「
か
く
こ
う
」
(
郭
公
の
鳴
き
声
)
・
:
「
布
谷
ヴ
早
宮
ω
」
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨
⑩
⑪
⑬
⑬
⑮
、
「
「
布
穀
』

σ己中∞ロ
ω
」
⑬
⑫
⑬
、
「
布
穀
」
⑬
、
「
晴
晴
∞
己
」
⑬

・
「
ボ
口
ン
ボ
ロ
ン
」
(
セ
ロ
の
調
弦
の
音
)
・
:
つ
喰
喰
6
4
q
O
B
∞
巴
③
⑩
⑫
⑬
、
「
喰
喰
」
③
、
「
町
町
降
、
除
、
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告
お

Eoaと
①
⑦
⑬
、
「
降
、
除
、
妹
、
品
。
お
と
⑬
、
「
町
除
、
町
除
、
島

azoロ∞
H」
⑤
、
「
隆
隆

-oH伝
N
」
②
、
「
波
稜

波
稜

σ
o
Eロ
∞
」
⑨
、
「
卜
拐
卜
拐

ZωHg∞
」
⑪

・
「
ば
た
ば
た
」
(
郭
公
が
慌
て
る
音
)
・
:
「
哨
塔
噌
塔
ロ
巴
含
H

」
①
③
⑤
③
⑩
⑪
⑬
⑬
、
「
噌
矢
口
噌
答
」
⑦
、
「
ク
肥

塔
肥
略
。

gEω
」
⑥
⑫
、
「
撲
撲
投
投
目
)
己
目
。
」
⑨

・
「
く
っ
」
(
郭
公
が
息
を
つ
い
た
音
)
・
:
「
呼
」
③
⑬
⑫
、
「
。
暗
。
∞
己
」
⑨
⑭
⑬
、
「
ク
谷
。
哲
ω」
⑬

・
「
ど
し
ん
」
(
頭
を
叩
か
れ
た
時
の
よ
う
な
音
)
:
・
「
撲
通
匂
己

g
お

と

⑬

・
「
ど
ん
」
(
ゴ

i
シ
ュ
が
床
を
踏
み
鳴
ら
す
音
)
:
・
「
除
、
合
お
と
②
⑬
、
「
。
妹
、
。
」
⑥
、
「
タ
除
、
除
、
略
。
」
⑫
、

つ
樋
。
け
O

お

と

⑪

・
「
ば
た
つ
」
(
郭
公
が
下
に
落
ち
た
時
の
音
)
・
:
「
哨
塔
旬
巴
(
皆
同
」
②
⑪
、
「
哨
然
ロ
ロ
巴
(UH
」
⑬
、
つ
噛
塔
。
」
⑥
、

「
。
肥
略
。
」
③
③
、
「
杷
塔

gEω
」
⑩
⑫
、
つ
夙
防
官
。

gEμ
」
⑬
、
「
噛
」
④
、
「
『
柊
』
品
。
ぉ
H

」
⑫

・
「
が
た
が
た
」
(
ゴ

l
シ
ュ
が
窓
を
開
け
よ
う
と
す
る
音
)
:
・
「
。
脱
。
空
白
色
」
③
、
「
暁
暁
」
⑩
、
つ
暁
暁
。
」

⑫
 

・
「
ば
っ
」
(
郭
公
が
再
び
下
に
落
ち
た
時
の
音
)
・
:
「
耐

3
H」
②
④
⑬
、
「
。
砕
ψ

日出口∞

H」
⑥

・
「
ぱ
つ
」
(
郭
公
が
飛
び
立
つ
時
の
音
)
・
:
「
。
撲
通
o
u己
ぎ
お
と
③
、
「
哨
官
同
」
⑬
、
「
琳
社
己
」
⑬

・
「
ば
っ
」
(
ゴ

l
シ
ユ
が
窓
を
蹴
っ
た
時
の
音
)
・
:
つ
眠
当
。

E
S∞
冨
包
括
と
⑥
、
「
嘩
駐

7
5
H
E
H
」
⑨
、

つ
刷
。
宮
H

」
⑪

・
「
こ
つ
こ
つ
」
(
子
狸
が
扉
を
叩
く
音
)
:
・
「
降
、
昧
、
号
お
と
⑦
⑫
、
「
当
当
(
同
包
括
H

」
②
、
「
当
当
当
」
⑨
、
つ
叩

叩
。
宮
戸
ω
」
③
、
「
叩
叩
」
⑤
⑬
⑬
、
「
篤
篤
」
含
ω
④
、
つ
篤
篤
。
」
⑥
、
「
哨
噌
同
)
包
」

O
、
つ
吻
、
酬
明
、
醐
明
。

σ
g∞H

」
⑬

・
「
く
た
く
た
」
(
煮
る
音
)
・
:
「
晴
嚇
哨
嚇
官

E
己
」
⑨
⑪
、
「
。
晴
嚇
陪
嚇
。
」
⑥
、
「
峨
峨
峨
峨

σoH
」
⑬

・
「
ぽ
ん
ぽ
ん
」
(
子
狸
が
セ
ロ
を
叩
く
音
)
:
・
「
成
、
降
、
含
お
と
①
②
④
⑤
⑦
⑪
⑬
、
「
的
時
、
成
、
妹
、
」
③
⑨
⑩
、
つ
的
問
、
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略
的
問
、
乙
③
⑫
、
つ
略
的
件
、
乙
⑬
、
つ
彫
彰
。
円
出
品
H

」
⑥
、
「
砕
肝
円
出
品
同
」
⑬

・
「
と
ん
と
ん
」
(
子
狸
が
セ
ロ
を
叩
く
音
)
・
:
「
降
、
妹
、
号
蒜
こ
①
②
④
①
⑦
⑪
⑫
、
「
除
、
除
、
降
、
」
③
⑦
⑩
、
つ
妹
、

略
的
問
、
乙
③
⑫
、
「
浜
、
略
。
」
⑬
、
「
ク
膨
膨

0
3お
と
⑥
、
「
砕
秤
宮
口
∞
H

」
⑬

・
「
こ
つ
こ
つ
」
(
野
鼠
が
戸
を
叩
く
音
)
・
:
「
篤
篤
含
ω
」
④
⑬
、
「
ク
篤
篤
。
」
⑥
、
つ
叩
叩
。
」

W
O戸

ω」
③
、
「
当

当
当
(
同
包
括
こ
⑨
、
「
哨
耐
宮
H

」

O

・
「
ご
・
つ
ご
う
」
(
セ
ロ
の
響
く
音
)
・
:
「
翰
喰

dzaH」
①
④
⑤
⑦
③
⑩
⑫
⑬
⑬
、
「
ク
翰
翰
ψ
4
2ロ∞

H」⑥
③
、

「
鳴
鳴
ヨ
H
H

」
①
②
⑬
⑬
、
「
鈴
鈴
鈴
N
7
8
∞H
」
①
、
「
鋒
鋒
」
⑨
、
「
轟
轟
7
0
お
と
⑬
(
⑬
は
原
文
と
は
違
う

箇
所
で
使
用
)

・
「
ギ
ウ
ギ
ウ
」
(
セ
ロ
の
調
弦
の
音
)
・
:
「
嘆
岐
暖
枝
管
HNEH」
②
③
⑪
⑫
、
「
岐
寝
嘆

N
E紅
色
」
⑬
、
「
吻
吻

σ
g包
」
③
、
「
吻
」
ヴ
の
お
H

⑪

・
「
‘
ば
た
ば
た
」
(
野
鼠
が
慌
て
る
音
)
:
・
つ
把
塔
肥
培

ogzmF」
@
、
「
杷
暗
杷
塔
」
⑪
、
「
肌
礎
mm礎

gzmw」

⑨
、
「
撲
騰
ロ
ロ
同
窓
口
∞
H

」
③
⑩
⑫
、
(
「
嘆
耐
鳴
門
戸
認
可
。
口
紅
」
②
)

・
「
ご
相
つ
ご
う
が
あ
が
あ
」
(
セ
ロ
の
響
く
音
)
:
・
「
轟
轟
隆
隆
7
0
話
口

g∞N
」
③
③
⑩
⑫
⑬
、
「
喰
輸
隆
隆

司

g∞ロ
o
ロ∞
ω
」
①
⑦
、
「
輸
喰
」
④
⑬
、
「
鳴
鳴
暖
嘆
刊
百
戸
市
山
巳
」
②
、
「
。
暗
唱
暖
現
。
∞
己
∞
巳
」
⑥
、
「
暗
唱
暖

嘆
」
⑪
、
「
鈴
鋒
翰
翰
N
7
8
忠
君
。
ロ
包
」
①

・
「
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
」
(
子
鼠
が
震
え
る
音
)
:
・
「
移
喋
含
O
M
2
0
」
②
③
④
③
⑩
⑫
⑬
、
「
略

J

移
喋
喋
」
⑦
⑪

・
「
ぐ
う
ぐ
う
」
(
軒
の
音
、
深
く
寝
入
っ
た
様
)
:
・
「
呼
呼

E
H」
①
②
①
④
⑤
⑦
③
⑩
⑫
⑬
⑬
⑬
(
原
文
に
な
い

と
こ
ろ
で
も
表
記
あ
り
⑩
⑪
⑫
⑬
⑬
⑬
)
、
「
。
呼
呼
乙
⑥
、
「
呼
噌
呼
噌

E
H
E
H」
⑨

・
「
ぱ
ち
ぱ
ち
」
(
聴
衆
の
拍
手
の
音
)
:
・
「
瞬
僻
噌
噛
立
ザ
巴
」
③
⑩
⑫
、
「
噌
塔
哨
暗
H
)

乱
含
H

」
②
、
「
哨
噌

3
H」
⑪
、
「
哨
噌
助
噌
H
)

巴
」
⑮

・
「
ぱ
ち
ぱ
ち
」
(
猫
の
出
し
た
火
花
の
音
)
・
:
「
舶
暗
一
助
暗
一
宮

r
g
H」
⑬
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-
「
わ
あ
」
(
聴
衆
の
叫
び
声
)
:
・
つ
睦

o
d
g
H
」
⑪
⑬
、
つ
睦
睦
。
」
⑥
、
「
睦
睦
」
⑬
、
つ
略
。

E
巴
」
⑬

・
「
が
ぶ
が
ぶ
」
(
水
を
飲
む
音
)
・
:
つ
晴
嚇
晴
嚇
。
吉
宮
己
」
⑥
、
「
帖
嚇
暗
嚇
」
⑪
、
「
帖
除
、
∞
己
(
目
。
ロ
∞
H

」
⑦
、

「
晴
除
、
暗
成
、
」
⑨

ち
な
み
に
、
原
文
で
は
擬
音
語
で
は
な
い
が
、
擬
音
語
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、

-
「
ニ
い
ろ
風
の
や
う
に
」
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
)
:
・
「
岐
嘆
岐
暖

N
E紅
巳
」
⑬

・
「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
(
セ
ロ
を
弾
く
様
)
・
:
つ
喰
喰
ク
当
。
ョ
∞
H

」
⑥
、
「
喰
喰
」
⑪
、
「
岐
岐
地
階

N
Eロ
巴
」
⑨

・
「
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
」
(
猫
が
ゴ

l
シ
ュ
の
周
り
を
廻
る
擬
態
語
)
つ
骨
禄
骨
株
。
∞
己
E
H」
⑥

・
「
ぐ
る
ぐ
る
」
(
ゴ

i
シ
ュ
の
舷
量
を
示
す
擬
態
語
)
つ
骨
礁
骨
礁
。
笹
口
己
」
⑥

・
「
ど
ん
ど
ん
」
(
セ
ロ
を
弾
く
様
)
:
・
「
喰
喰
司
自
色
」
③
⑮
⑫
⑬

・
郭
公
が
最
後
に
飛
び
立
つ
様
・
:
つ
琳
。
也
己
」
①
、
「
琳
」
⑦
⑬

・
「
す
ご
い
音
し
て
」
(
ガ
ラ
ス
戸
が
割
れ
る
様
)
・
:
「
眠
榔
宮
自
∞
口
包
括
円
」
⑬

・
狸
の
子
が
扉
を
開
け
る
音
・
:
「
附

1
H
」
⑬
、
「
山
市
野

1qmwH
」
⑬

・
思
わ
ず
ゴ

l
シ
ュ
が
吹
き
出
そ
う
と
す
る
様
:
・
「
嘆
昨
切
り
己
οEH」

次
に
、
こ
れ
ら
漢
字
の
意
味
を
『
中
日
辞
典
第
二
版
』
(
小
学
館
、

し
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
記
し
て
お
く
。

一
九
九
二
/
二

O
O
三
年
)

の
説
明
に
準
拠

イー)¥トヴの音は越境できるかラ7



内
閉
山
附
川
凹

{
b
}
 

・
「
杷
曙

gzmH」「
mm
嘘

gEμ
」
:
・
口
を
ぱ
く
つ
か
せ
る
、
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
る
、
煙
草
を
す
ぱ
す
ぱ
吸
う
。
意
味

も
多
少
関
係
あ
る
が
、
基
本
的
に
音
を
当
て
て
い
る
。

・
「
飽
満

goω
ヨ
自
己
・
:
豊
か
で
あ
る
、
充
実
し
て
い
る
、
満
ち
満
ち
て
い
る
と
い
う
音
山
味
だ
が
、
こ
こ
で
は

「ボ
l
ボ
l
」
と
音
が
近
く
、
意
味
と
音
の
両
方
を
兼
ね
て
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

・
「
端

σ
g∞H
」
・
:
す
ど
ん
、
ば
ん
(
銃
の
発
射
音
)
、
ば
ん
、
ば
ん
、
ぽ
ん
(
硬
い
厚
い
も
の
が
打
ち
当
た
っ
た
り

破
裂
し
た
り
す
る
音
)
、
ど
き
ど
き
(
心
臓
の
鼓
動
)
。

・
「
破
σ
o
H
」
・
:
ご
と
ご
と
、
ぐ
つ
ぐ
っ
(
湯
な
ど
が
沸
き
立
つ
時
の
音
)

0

・
「
波
σ
o
H
」
・
:
意
味
で
は
な
く
「
ボ
!
」
と
い
う
音
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

・
「
波
様
σ
o
口

g加
」
・
:
意
味
で
は
な
く
ボ
ロ
ン
と
い
う
音
、
だ
け
を
当
て
て
い
る

0

・
「
布
谷
宮
中
∞
忌
」
「
布
穀

E
芯
忌
」
:
・
か
つ
こ
う
(
郭
公
の
鳴
き
声
)
。

・
「
卜
楊

σロ
ωHg∞
」
・
:
意
味
で
は
な
く
ボ
ロ
ン
と
い
う
音
、
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

{
C
}
 

・
「
喋

S
E
a
-
-ぎ
い
っ
、
、
ざ
っ
ざ
っ
(
硬
い
物
資
の
物
が
こ
す
れ
合
っ
た
り
し
て
発
す
る
短
い
音
)
。

・
「
跡
。
Z
H」
・
:
び
り
つ
(
紙
・
布
な
ど
を
勢
い
よ
く
引
き
裂
く
音
)
、
ぷ
っ
、
く
す
っ
(
吹
き
出
す
よ
う
な
笑
い

声
)
、
し
ゅ
う
、
ひ
ゅ
う
(
気
体
・
液
体
が
狭
い
と
こ
ろ
か
ら
噴
き
出
す
音
)
。

・
「
刺
の
E
E
-
-
-
つ
る
つ
、
す
っ
て
ん
(
勢
い
よ
く
滑
る
音
)
、
し
ゅ
う
、
ひ
ゅ
う
(
気
体
が
狭
い
と
こ
ろ
を
非
常

に
速
く
通
り
抜
け
た
り
、
物
が
風
邪
を
切
っ
た
り
す
る
音
)
。

【

d
】

・
「
曙
倉
戸
」
:
・
た
っ
た
つ

(
固
い
物
ど
う
し
が
ぶ
つ
か
る
短
く
て
軽
い
音
)
、
だ
つ
だ
っ

う8特集越境する賢治
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機
関
銃
な
ど
を
連
射
し



て
発
射
す
る
音
)
、
ぽ
つ
ぽ
つ
(
進
軍
刑
夙
の
音
)
。

・
「
嘘
含
円
」
:
・
「
塔
」
と
同
じ
。
ど
う
ど
う
(
役
畜
を
御
す
時
の
掛
け
声
)
。

・
「
打
含
ω
」
:
・
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
音
山
味
で
は
な
く
音
、
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

・
「
吠
島
山
口
」
・
:
お
い
、
お
い
こ
ら
。
感
嘆
調
な
の
で
、
音
山
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る

0

・
「
当
仏
白
色
」
・
:
か
あ
ん
、
ご
お
ん
(
分
厚
い
金
属
が
か
ち
合
っ
て
響
く
音
)
。

・
「
的
品
。
」
・
:
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
意
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る

0

・
「
滴
島
と
:
・
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
意
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る

0

・
「
晴
(
H
H
E
-
-
-

ぶ
う
(
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
)
。

・
「
町
島
口
紅
」
・
:
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
る
と
い
う
意
味
。
音
山
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

・
「
柊
(
H
O
認
と
:
・
ど
ん
(
か
な
り
の
勢
い
で
固
い
物
が
打
ち
当
た
っ
た
り
、
重
い
も
の
が
落
ち
た
り
す
る
音

1
太

鼓
の
音
、
戸
を
叩
く
音
、
重
い
足
音
な
ど
)
。

・「嚇(同戸
HE---
ぶ
う
(
自
動
車
な
ど
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
)
。

・
「
篤
(
宮
ω」
:
・
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
意
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

・
「
移

(HgH」
「
多

(EOE---
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
意
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る
(
「
移
喋

(吉

O
H
2
0」
で
震
え
る
、
「
移
鴎

J

喋
喋
」
で
ぶ
る
ぶ
る
震
え
る
と
い
う
意
味
に
な
る
)
。

【

g
}

・
「
哩
∞
巴
」
:
・
ぎ
い
つ
(
自
動
車
な
ど
の
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
時
の
乳
む
音
、
堅
い
材
料
の
物
が
撰
ん
だ
り
、

歪
ん
だ
り
、
擦
れ
合
っ
た
り
す
る
と
き
発
す
る
音
)
。

・
「
哩
哩
官
紅
色
」
:
・
が
あ
が
あ
(
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
鳴
き
声
)
、
か
ら
か
ら
(
大
き
な
笑
い
声
)
。

・
「
哩
岐
∞
wHNEE---、
ぎ
い
ぎ
い
、
ぎ
し
ぎ
し
、
ぎ
ち
ぎ
ち
(
材
木
や
組
み
立
て
た
物
体
が
圧
力
を
受
け
た
り
、
擦

れ
合
っ
た
り
し
て
札
む
音
)
こ
つ
こ
つ
(
革
靴
な
ど
の
音
)
。
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-
「
暗
暗
加
。

E
巴
」
・
:
こ
つ
こ
つ
(
雌
鶏
が
卵
を
産
む
時
の
鳴
き
声
)
。

・
「
暗
岐
∞
巴
N
E
E
-
-
-
き
し
き
し
、
ぎ
し
ぎ
し
、
ぎ
ち
ぎ
ち
(
物
体
が
圧
力
を
受
け
た
り
擦
れ
合
っ
て
札
む
音
。

「
暖
岐
」
よ
り
軽
い
か
ん
じ
)
。
こ
つ
こ
つ
(
革
靴
)
、
か
り
か
り
、
が
り
が
り
(
鼠
が
家
具
な
ど
を
蓄
る
音
)
。

・
「
陪
∞
己
」
・
:
く
つ
く
っ
、
こ
つ
こ
つ
(
鶏
や
鳩
の
鳴
き
声
)
、
ぐ
う
ぐ
う
(
お
腹
の
空
い
た
時
の
音
)
。

・
「
陪
柊
∞
己
品
。
認
と
・
:
ど
し
ん
、
ど
ぶ
ん
(
か
な
り
重
い
も
の
が
落
ち
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
水
中
に
突
入
し
た
り

す
る
時
の
音
)
、
ご
く
ご
く
、
が
ぶ
が
ぶ
(
水
を
勢
い
よ
く
飲
む
音
)
。

・
「
陪
榔
∞
己
(
吉
と
:
・
ぐ
ら
ぐ
ら
、
ぐ
っ
ぐ
っ
(
液
体
の
沸
騰
す
る
音
)
、
こ
ん
こ
ん
(
水
が
湧
き
出
る
音
)
、
が
ぶ

が
ぶ
、
ご
く
ん
(
水
な
ど
を
勢
い
よ
く
飲
む
音
)
。

・
「
枯
噌
∞
己
E
と
・
:
ぐ
う
ぐ
う
(
お
腹
が
空
い
た
時
の
音
)
、
ご
ろ
ご
ろ
(
物
が
転
が
る
音
)
、
ご
く
ん
(
水
な
ど

を
一
口
に
飲
み
下
す
時
の
音
)
、
こ
ん
こ
ん
(
水
の
流
れ
る
音
)
。

・
「
骨
様
∞
己
E
H」
・
:
こ
ろ
こ
ろ
(
転
が
る
音
)
。

・
「
脱
∞

5
ロ∞
H

」
・
:
が
あ
ん
、
ご
お
ん
、
ば
た
ん
(
金
属
な
ど
が
強
く
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
時
の
大
き
な
音
)
。

{
h
}
 

・
「
轟
轟
7

8
包
7
0
ロ
色
」
:
・
ど
か
ん
ど
か
ん
(
連
続
す
る
爆
発
音
)
、
ご
ろ
ご
ろ
(
雷
の
音
)
、
ご
、
つ
ご
う
(
機
械
な

ど
の
振
動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
大
き
な
音
)
。

・
「
嘩

7
5
H
」
・
:
ざ
あ
ざ
あ
(
雨
や
水
の
大
き
な
音
)
、
が
ち
ゃ
ん
(
金
属
が
ぶ
つ
か
り
合
う
連
続
音
)
。

・
「
嘩
髄

7
5
H
Z
H
」
が
ら
つ
(
物
が
落
ち
た
り
崩
れ
た
り
す
る
音
)
、
き
ら
き
ら
(
水
の
流
れ
る
音
)
、
ぶ
く
ぶ
く
、

ご
と
ご
と
(
水
が
沸
き
立
つ
音
)
。

・
「
呼
7
己
」
:
・
ひ
ゅ
う
、
び
ゅ
う
(
風
の
音
、
ま
た
は
物
が
風
を
切
っ
て
飛
ぶ
時
の
連
続
し
た
摩
擦
音
)
、
ぐ
う
ぐ

う
(
軒
の
音
、
ま
た
は
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
様
)
。

・
「
呼
噌
7
己
E
と
・
:
ひ
ゅ
う
、
び
ゅ
う
(
物
が
風
を
切
っ
て
飛
ぶ
時
の
音
)
、
ぐ
う
ぐ
う
、
ご
ろ
ご
ろ

60 特集越境する賢治
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喉
を
鳴
ら
す
音
)
。

【

k
}

・
「
叩

]8忌
」
:
・
叩
く
の
音
山
j
擬
声
語
で
は
な
い
が
意
味
と
音
の
両
方
を
当
て
て
い
る
。

・
「
眠
当
]
ハ

gロ
∞
冨
包
括
日
」
・
:
ご
っ
と
ん
(
重
い
も
の
が
回
転
や
振
動
に
よ
っ
て
打
ち
当
た
っ
て
出
る
音
)

0

・
「
畦
榔
}
門
戸
自
∞
口
包
括
H

」
:
・
が
た
ん
、
ば
た
ん
(
金
属
製
の
物
が
硬
い
物
に
ぶ
つ
か
っ
て
出
る
大
き
な
音
)
。

{
l】

・
「
恥

E
と
・
:
「
哩
哩
地
地
」
で
「
た
ら
た
ら
、
だ
ら
だ
ら
」
の
意

0

・
「
哩
巳
」
:
・
「
哩
哩
駐
地
」
で
「
た
ら
た
ら
、
だ
ら
だ
ら
」
の
意
。

・
「
隆
隆
-oロ∞凶
oロ∞
N
」
:
・
ご
ろ
ご
ろ
、
ど
ど
ん
ど
ど
ん
(
雷
や
爆
発
音
、
ま
た
は
太
鼓
が
連
続
し
て
響
く
音
)
、
ご

う
ご
う
(
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
振
動
を
伴
う
よ
う
な
回
転
音
)
。

【

p】

・
「
附
宮
H

」
・
:
ぱ
ん
(
銃
弾
を
発
射
す
る
音
)
、
ぼ
ち
ぼ
ち
(
手
を
叩
く
音
)
、
ぱ
ち
っ
、
ぱ
ち
ん
、
が
ち
ゃ
ん

さ
く
て
固
い
物
が
打
ち
当
た
っ
た
り
す
る
音
)
。

・
「
瑚
崎
一
瑚
陪
一
円
)
色
。
ymHE---
が
ち
ゃ
ん
(
物
が
落
ち
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
ま
た
は
割
れ
た
り
す
る
音
)
。

・
「
醐
曜
日
)
丘
(
皆
同
」
・
:
ば
た
つ
、
か
た
っ
(
固
い
物
が
ほ
か
の
固
い
物
に
軽
く
打
ち
当
た
る
音
)
、
ぽ
た
っ
、
ぽ
た

り
(
水
な
ど
が
滴
り
落
ち
る
音
)
、
ぽ
た
ぽ
た
、
ぼ
た
ぼ
た
(
汗
や
涙
な
ど
が
落
ち
る
音
)
。

・
「
研
宮
認
と
:
・
ば
ん
、
ば
ん
(
銃
を
発
射
す
る
音
)
、
ば
た
ん
、
ど
す
ん
(
重
い
も
の
が
倒
れ
た
り
打
ち
当
た
っ

た
り
す
る
音
)
。

・
「
膨
官
話
回
」
:
・
ば
ん
、
ば
ん
(
銃
を
発
射
す
る
音
)
、
ぽ
ん
、
ば
ん
(
平
た
い
物
で
強
く
打
ち
当
て
た
り
す
る
時

の
や
や
こ
も
っ
た
音
)
、
ど
ん
(
厚
さ
の
あ
る
も
の
が
打
ち
当
た
っ
た
り
す
る
時
の
や
や
こ
も
っ
た
音
)
。

・
「
瞬
瞬
瑚
鵬
同
)
口
在
日
吉
右
主
」
:
・
ぱ
ち
ぱ
ち
(
拍
手
の
音
)
。
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-
「
嘆
旬
己
」
・
:
ふ
っ
、
ぽ
っ
ぽ
、
し
ゆ
っ
し
ゆ
っ
(
強
く
息
を
吹
く
音
)
。

・
「
撲
撲
投
投
H
U

己
E
」
:
・
手
で
挨
な
ど
を
払
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
音
を
当
て
て
い
る

0

・
「
撲
梧
宮
口
o認
」
「
撲
綾
ロ
己
目
。
お
」
・
:
ば
た
ば
た
(
鳥
類
が
羽
ば
た
く
音
)
。

・
「
撲
騰
甘
口

E
g∞
と
:
・
ど
し
ん
(
重
い
も
の
が
落
ち
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
音
)
、
ぱ
し
ゃ
、
ぽ
ち
ゃ
ぽ
ち
ゃ
、

ば
ち
ゃ
ば
ち
ゃ
(
水
な
ど
が
掻
き
回
さ
れ
た
り
打
ち
当
た
っ
た
り
し
て
は
ね
返
る
音
)
。

・
「
撲
通
り
巳
宮
口
紅
」
・
:
ど
ぶ
ん
、
ば
ち
ゃ
ん
(
重
い
も
の
が
水
に
落
ち
る
音
)
。

{
r】

・
「
嘆
嘆
包
括
町

gmH」
・
:
が
や
が
や
騒
ぐ
、
や
か
ま
し
く
声
を
立
て
る
と
い
う
音
山
味
の
動
詞
。

【

S
】

・
「
唆
∞
O

己
」
:
・
び
ゅ
う
、
び
ゅ
う
、
し
ゅ
う
(
気
体
が
狭
い
と
こ
ろ
を
通
り
抜
け
た
り
す
る
時
の
鋭
い
摩
擦
音
)
。

{
t】

・
「
噸
け
O

ロ
∞
こ
:
・
と
ん
、
ど
ん
(
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
や
や
大
き
い
音
)
、
ど
き
つ
(
心
臓
が
鼓
動
す
る
音
)
。

【

W
}

・
「
珪
毛
色
」
:
・
わ
あ
(
泣
き
声
)
、
げ
え
(
吐
く
音
)
。

・
「
輪
君
。
ロ
∞
と
:
・
ぶ
ん
、
ぶ
う
ん
(
機
械
な
ど
の
振
動
音
や
蜂
、
蝿
な
ど
の
羽
音
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
音
)
、
う

わ
あ
ん
。

・
「
鳴

5
と
・
:
ぶ
う
、
ぼ
う
つ
(
汽
笛
や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
)
、
お
ん
お
ん
、
う
う
(
人
間
の
泣
き
声
)
。

【

X
}

・
「
西
也
H

」
・
:
擬
声
語
で
は
な
い
の
で
、
意
味
で
は
な
く
音
だ
け
を
当
て
て
い
る
。

・
「
晴
里
(
哩
)
略
取
乱

H55HFH」
:
・
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
、
が
た
が
た
(
物
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
り
崩
れ
た
り
す
る

音
)
、
ざ
あ
ざ
あ
(
大
雨
が
降
る
音
、
ま
た
は
そ
の
さ
ま
)
。
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-
「
琳
也
己
」
・
・
・
や
か
ま
し
く
騒
ぐ
と
い
う
意
味
だ
が
、
「
琳
琳
」
は
、
す
う
す
う
(
息
を
す
る
音
)
、
ぴ
よ
ぴ
よ

(
家
鴨
の
雛
の
鳴
き
声
)
の
音
山
。

{z】

・
「
鋒
鋒

N78∞N
F
gも
」
・
:
ち
ん
、
ち
ゃ
り
ん
(
金
属
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
出
る
澄
ん
だ
音
)

0

・
「
岐

N
E
H
」
・
:
き
い
、
ぎ
い
(
硬
い
物
が
札
る
音
)
。

と
な
る
。
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ほ
と
ん
ど
が
第
一
声
(
も
し
く
は
そ
の
反

復
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
「
ゴ

l
シ
ユ
」
に
当
て
ら
れ
た
音
訳
字
も
殆
ど
が
第
一
声
の
連
続
で
あ
っ

た
こ
と
も
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
第
一
声
も
し
く
は
第
一
声
の
連
続
は
、
中
国
の
会
話
の
中
で
は
、

そ
の
部
分
が
か
な
り
浮
き
上
が
っ
て
聞
こ
え
る
声
調
の
組
み
合
わ
せ
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
掲
リ
ス
ト
中
、
郭
公
の
鳴
き
声
(
「
布
谷
ー
σ
早
宮
ω」
)
や
軒
の
音
(
「
呼
呼

E
H
E
H」
)
と
い
っ
た
定
型

的
な
表
現
は
そ
の
ま
ま
準
拠
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
「
輸
当
。
認
と
は
、
一

般
に
機
械
な
ど
の
振
動
音
や
蜂
蝿
な
ど
の
羽
音
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
音
「
ぶ
ん
、
ぶ
う
ん
」
を
示
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
で

あ
る
が
、
中
国
語
訳
で
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
「
ボ

1
ボ
1
」
、
セ
ロ
の
調
弦
の
音
「
ボ
ロ
ン
ボ
ロ
ン
」
な
ど
に
も

当
て
ら
れ
て
い
る
し
、
銃
を
発
射
す
る
音
「
ば
ん
、
ば
ん
」
や
重
い
も
の
が
倒
れ
た
り
打
ち
当
た
っ
た
り
す
る
音

「
ば
た
ん
、
ど
す
ん
」
を
意
味
す
る
「
昨
日
出
お
と
を
、
猫
の
と
び
の
く
音
「
ぱ
つ
」
や
扉
に
ぶ
つ
か
る
音
「
ど
ん
」
、

郭
公
が
落
下
し
た
時
の
音
「
ば
っ
」
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
「
ボ
1
ボ
l
」
に
も
当
て
た
例
が
あ
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
擬
音
語
の
聞
き
取
り
方
に
も
か
な
り
個
人
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
童
話
で
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
ゴ

l
シ
ュ
の
セ
ロ
の
音
、
す
な
わ
ち

ガ
行
摩
擦
音
「
ご
う
ご
う
」
に
当
て
ら
れ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
改
め
て
確
認
し
て
お
こ

う
。
前
掲
の
「
喚
」
の
他
に
、
連
続
す
る
爆
発
音
「
ど
か
ん
ど
か
ん
」
や
雷
の
音
「
ご
ろ
ご
ろ
」
、
機
械
な
ど
の
振
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動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
大
き
な
音
「
ご
う
ご
う
」
を
示
す
「
轟
ざ
お
と
、
も
し
く
は
、
汽
笛
や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

音
「
ぶ
う
、
ほ
う
っ
」
や
人
間
の
泣
き
声
「
お
ん
お
ん
、
う
う
」
を
示
す
(
「
喰
」
と
同
じ
く

w
で
始
ま
る
)
「
鳴

3
と
は
ま
だ
し
も
、
金
属
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
出
る
澄
ん
だ
音
「
ち
ん
、
ち
ゃ
り
ん
」
の
意
味
で
あ
る
「
鋒

N78也
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
は
、
日
本
人
と
し
て
は
音
山
外
だ
ろ
う
。
唯
一

g
の
音
で
始
ま
る
「
暗

哲
と
は
、
鶏
や
鳩
の
鳴
き
声
「
く
つ
く
っ
、
こ
つ
こ
つ
」
や
お
腹
の
空
い
た
と
き
の
音
「
ぐ
う
ぐ
う
」
を
示
し
、

そ
れ
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
が
あ
が
あ
」
の
部
分
に
当
て
ら
れ
て
い
る
「
暖
帽
官
官
紅
色
」
は
、
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ

ウ
な
ど
の
鳴
き
声
「
が
あ
が
あ
」
や
大
き
な
笑
い
声
「
か
ら
か
ら
」
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
轟
」
や
「
喰
」

と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
「
隆
隆
-o
お
N

Z
認
N
」
は
、
雷
や
爆
発
音
、
ま
た
は
太
鼓
が
連
続
し
て
響
く
音
「
ご
ろ
ご

ろ
、
ど
ど
ん
ど
ど
ん
」
や
「
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
振
動
を
伴
う
よ
う
な
回
転
音
「
ご

h

つ
ご
う
」
を
音
山
味
す
る
。
ち
な
み

に
、
訳
書
に
例
は
な
い
が
、
別
の
組
み
合
わ
せ
、
す
な
わ
ち
、
「
専
設
住
吉
話
口
o
認
と
は
「
ご
冶
つ
ご
う
」
と
い
う
爆

音
を
、
「
枯
隆
∞
己

oaH」
は
、
雷
の
音
、
車
輪
の
札
む
音
「
ご
ろ
ご
ろ
、
ご
、
つ
ご
う
」
を
意
味
す
る
。

畢
克
、
翻
訳
は
訳
者
の
解
釈
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
原
文
に
忠
実
に
な
る
必
要
は
な
い
(
ち
な
み
に
前
掲

十
九
件
の
う
ち
、
最
も
原
文
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
留
意
し
た
中
国
語
訳
を
付
し
て
い
る
の
は
、
タ
イ
ト
ル
名
も
他
と
は

ひ
と
味
違
っ
て
い
る
⑪
で
あ
る
。
そ
れ
は
見
開
き
の
左
頁
が
日
本
語
原
文
、
右
頁
が
中
国
語
訳
文
と
形
式
段
落
的
に

対
照
し
て
読
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
原
文
と
の
対
応
関
係
が
意
識
さ
れ
て
い
る
)
。
し
か
し
、
た
と

え
ば
、
原
文
に
は
「
第
六
交
響
曲
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
に
、
①
で
は
「
《
貝
多
芥
第
六
楽
章
交
響
曲
》
」
、

③
で
は
「
貝
多
茶
的
《
第
六
交
響
曲
》
」
、
⑤
で
は
「
貝
多
芥
第
六
楽
章
交
響
曲
」
、
⑫
⑬
で
は
「
田
闘
交
響
曲
」
(
⑫

は
註
)
、
⑬
で
は
「
《
貝
多
芥
第
六
交
響
曲
》
」
と
、
(
註
で
は
な
く
)
本
文
で
「
貝
多
芥
H

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
の
第

六
交
響
曲
と
特
定
し
た
訳
が
付
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
リ
ラ
イ
ト
版
の
⑬
で
は
、
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

演
奏
会
後
の
月
夜
、
ゴ

i
シ
ュ
が
「
目
〈
多
芥
的
《
月
光
》
」
(
い
わ
ゆ
る
《
月
光
ソ
ナ
タ
》
)
を
奏
す
る
シ

l
ン
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
賢
治
が
敢
え
て
三
毛
猫
の
街
学
性
の
具
体
例
と
し
て
わ
ざ
と
間
違
え
た
表
現
を
置
い
た

箇
所
「
ロ
マ
チ
ツ
ク
シ
ュ

l
マ
ン
」
に
関
し
て
は
、
原
文
の
「
ロ
マ
チ
ッ
ク
」
で
は
な
く
音
山
味
の
通
る
表
記
「
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
」

H

「
羅
長
帯
克
(
的
)
」
と
訳
し
て
い
る
の
が
②
③
④
③
⑨
⑩
⑪
⑬
と
最
も
多
く
、
日
本
語
に
通
じ
る

「
浪
漫
派
」
「
浪
漫
的
」
と
し
て
い
る
の
が
⑬
⑬
、
訳
を
省
略
し
て
い
る
の
が
⑦
⑬
で
、
意
図
的
に
意
味
の
通
ら
な
い

訳
語
「
羅
帯
克
」
に
換
え
て
訳
し
て
い
る
の
は
①
⑤
⑫
の
み
で
あ
る
(
う
ち
⑤
⑫
は
、
本
来
は
「
羅
憂
帯
克
」
す
な

わ
ち
「
ロ
マ
ン
派
」
だ
と
註
を
付
し
て
い
る
)
。
さ
ら
に
、
⑥
⑬
で
は
(
そ
れ
こ
そ
街
学
的
に
)
こ
の
ロ
マ
ン
派
作

曲
家
の
正
し
い
名
前
「
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
l
マ
ン
」

H

「
羅
伯
特
・
箭
長
」
に
書
き
換
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
②
④
⑪
⑬
で
は
「
羅
憂
帯
克
・
箭
蔓
」
の
箇
所
に
、
本
当
は
「
羅
伯
特
・
箭
品
又
」
だ
が
と
註
を
付
し
、
気
取
っ

た
態
度
を
と
っ
て
自
分
に
教
養
が
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
と
し
て
い
る
(
し
か
し
、
こ
こ
で
は
三
毛
猫
が
知

っ
た
か
ぶ
り
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
発
言
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
)
。

さ
ら
に
、
前
述
の
「
ト
ロ
メ
ラ
イ
」
に
つ
い
て
も
、
わ
ざ
と
賢
治
が
誤
っ
た
表
記
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず

通
常
の
訳
語
「
夢
幻
曲
」
を
宛
て
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
①
②
⑥
⑦
⑨
⑩
⑬
⑬
⑬
と
多
い
。
た
だ
し
、
他
に
も

「
倣
夢
曲
」
③
、
「
夢
夢
曲
」
④
⑤
⑫
⑫
、
「
夢
里
曲
」
③
⑫
、
「
睡
夢
曲
」
⑪
、
「
夢
幻
」
⑬
、
「
〈
幻
想
曲
〉
」
⑬
と
い

う
訳
語
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
不
完
全
な
訳
語
で
あ
る
「
夢
夢
曲
」
「
夢
幻
」
を
宛
て
た
④
⑤
⑪
⑬
⑫
⑫
に
つ

い
て
は
、
本
来
は
「
夢
幻
曲
」
と
の
註
が
あ
り
、
音
山
図
的
に
別
の
訳
語
を
宛
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
る
い
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
様
な
合
意
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
ゴ
l
シ
ュ
と
い
う
名
に
つ
い
て
も
、
③
④
⑤
⑥
⑩

で
は
「
ゆ
が
ん
だ
」
と
い
う
意
味
の
「
フ
ラ
ン
ス
語
」
で
あ
る
と
い
う
註
が
付
し
て
あ
る
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
語
で

は
」
こ
の
意
味
と
書
く
④
⑥
に
対
し
て
、
他
の
も
の
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
に
由
来
」
と
断
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
以

上
の
こ
と
か
ら
、
中
国
語
で
賢
治
作
品
の
重
要
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
ど
う
訳
す
か
と
い
う
次

元
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
翻
訳
に
対
す
る
根
本
的
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
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と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ゴ

i
シ
ュ
の
音
は
本
当
に
中
国
の
人
び
と
の
心
に
響
い
て
い
る
の
、
だ
ろ
う
か
。

66 
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で
は
、
や
は
り
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
表
記
体
系
が
異
な
る
中
国
語
で
は
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
の
本
質
は
伝
わ
ら

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
郭
公
や
野
鼠
が
「
ば
た
ば
た
す
る
」
音
は
、

「
舶
塔
耐
明
暗
」
「
撲
撲
投
投
」
「
肥
培
把
暗
」
「
mm
鴫
夙
鴫
」
「
撲
騰
」
と
い
っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
が
、

②
で
は
「
嘆
嘆
包
括
可
白
色
」
と
い
う
動
詞
を
当
て
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
「
が
や
が
や
騒
ぐ
、
や
か
ま
し
く
声

を
立
て
る
」
で
あ
り
、
こ
の
漢
字
を
目
に
し
た
時
、
読
者
の
頭
に
日
本
一
語
の
「
ば
た
ば
た
す
る
」
と
同
じ
擬
音
的
イ

メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
最
後
に
ゴ

l
シ
ュ
が
水
を
「
が
ぶ
が

ぶ
」
飲
む
行
為
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ご
く
ご
く
」
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
量
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
を
合
意
さ
せ
れ
ば
よ

く
、
「
ご
く
ご
く
」
が
「
陪
時
晴
妹
、
」
「
附
榔
哨
榔
」
「
陪
噌
枯
噌
」
と
あ
る
程
度
定
型
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
「
が
ぶ
が
ぶ
」
を
②
③
③
⑪
⑫
⑬
⑬
が
し
て
い
る
よ
う
に
「
大
口
大
口
」
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
表

現
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
表
現
に
は
す
で
に
水
が
喉
を
通
る
時
の
摩
擦
音
の
イ

メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
童
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
摩
擦
・
震

動
・
感
染
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
そ
の
国
の
言
語
表
記
で
ふ
さ
わ
し
い
一
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
。
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
、
日
本
一
詰
の
ガ
行
に
対
応
す
る
発
音
が
な
い
中
国
語
で
ガ
行
を
用
い
た
一
言
葉
を
使
っ
て
そ
の
ま
ま
再
現
す

る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、
前
掲
の
、
最
も
訳
し
に
く
い
絶
対
的
な
無
音
状
態
を
示
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い

る
の
か
を
最
後
に
み
て
み
よ
う
。
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
に
は
「
し
ん
と
」
と
「
し
い
ん
と
」
が
各
一
回
ず
つ

登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
楽
長
が
怒
る
場
面
で
の
「
み
ん
な
ぴ
た
り
と
曲
を
や
め
て
し
ん
と
し
ま
し
た
。
」
と

最
後
の
ゴ

i
シ
ュ
が
《
印
度
の
虎
狩
》
を
弾
く
場
面
で
の
「
と
こ
ろ
が
聴
衆
は
し
い
ん
と
な
っ
て
一
生
け
ん
命
聞
い



て
ゐ
ま
す
。
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
同
じ
無
音
状
態
で
も
、
前
者
は
皆
凍
り
つ
い
て
い
る
状
態
、
後
者
は
皆
息
を

呑
ん
で
い
る
状
態
と
、
実
は
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
宛
て
ら
れ
た
訳
は
、
「
し
ん
と
」
で
は
、
訳
な
し

③
④
⑥
⑨
⑪
⑬
、
「
情
然
無
声
」
①
⑤
⑦
⑬
、
「
安
静
下
来
」
②
③
⑩
⑫
、
「
鴻
雀
無
声
」
⑬
で
あ
り
、
「
し
い
ん
と
」

で
は
、
「
鴻
雀
無
声
」
①
④
⑤
⑦
③
⑨
⑮
⑪
⑫
⑬
⑮
⑬
、
「
一
片
寂
静
」
⑥
⑬
、
「
寂
静
無
声
」
②
、
「
静
黙
無
声
」
③
、

「
寧
静
」
⑬
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
し
ん
と
」
「
し
い
ん
と
」
と
い
う
副
詞
は
擬
音
語
で
は
な
く
擬
態
語
な
の

で
、
静
か
で
音
が
無
い
と
書
け
ば
よ
い
だ
け
で
あ
る
が
、
表
意
文
字
で
あ
る
た
め
少
な
い
字
数
で
意
味
を
表
せ
る
漢

字
の
特
性
を
活
か
し
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
さ
ま
を
意
味
す
る
「
鴻
雀
無
声
」
と
い
う
成
語
や
、
さ
ら
に

も
っ
と
畏
ま
っ
た
言
い
回
し
で
あ
る
「
情
然
無
声
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
は
、
中
国
人
の
中
に
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
「
子
ど
も
っ
ぽ
い
」
「
馴
れ
馴
れ
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
日
本
語
ほ
ど
頻
繁
に
は
日
常
会
話
で
使
わ
れ
な
い
(
中
国
古
代
、
詩
経
や
唐
代
の
漢
詩

に
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
用
い
た
詩
が
見
ら
れ
た
り
も
す
る
が
、
そ
れ
は
別
の
次
元
の
話
で
あ
る
)
。
た
と
え
ば
漫
画
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
表
記
で
あ
っ
て
も
「
静
情
情
:
・
」
と
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
日
本
語
の
「
シ
ー
ン
」
と
同
じ
よ
う
に
受
け

取
ら
れ
る
の
で
、
実
は
中
国
語
は
、
は
る
か
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
少
な
い
英
語
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
賢
治
作
品
の
翻
訳

に
は
向
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
も
し
こ
う
し
た
表
現
が
、
日
本
一
語
同
様
「
し
ん
と
」
「
し
い
ん
と
」

静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
無
理
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
と

し
て
翻
訳
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
、
日
本
と
比
べ
、
中
国
で
は
児
童
文
学
と
い
う
分
野
は
、
特
に
教
育
の
面
か
ら
の
関
心
も
相
侠
っ
て
明
確

な
学
問
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
獲
得
し
て
お
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
版
さ
れ
て
い
る
前
掲
の
翻
訳
書

リ
ス
ト
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
、
今
後
ま
す
ま
す
中
国
で
宮
津
賢
治
へ
の
関
心
は
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

賢
治
作
品
に
は
、
た
と
え
ば
「
古
風
な
童
話
と
し
て
の
形
式
」
(
『
注
文
の
多
い
料
理
庖
』
広
告
文
)
を
と
っ
て
い
る

も
の
で
さ
え
、
児
童
文
学
の
枠
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
内
容
が
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
勿
論
、
子
ど
も
向
け
に

イ-J¥トヴの音は越境できるか67 



せ
よ
大
人
向
け
に
せ
よ
、
賢
治
原
文
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
翻
訳
に
直
接
反
映
さ
せ
よ
う
が
さ
せ
ま
い
が
、
い
た
ず
ら
に

訳
者
自
身
の
怒
意
的
解
釈
を
加
え
て
作
品
の
本
質
を
歪
め
る
よ
う
な
こ
と
だ
け
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
翻
訳
者
に

要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
た
だ
一
つ
、
賢
治
作
品
に
真
塾
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
賢
治
が
オ
ノ
マ

ト
ベ
に
錯
臨
め
た
音
山
味
、
た
と
え
ば
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

i
シ
ユ
》
で
あ
れ
ば
、
「
摩
擦
」
「
震
動
」
表
現
と
し
て
の
オ
ノ

マ
ト
ペ
を
理
解
し
、
そ
れ
を
そ
の
国
の
言
語
表
現
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
で
翻
訳
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

68 特集越境する賢治

6 543  2 1 主

小
森
陽
一
『
ゆ
ら
ぎ
の
日
本
文
学
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
、

同
前
、
二
二
九
頁
。

同
前
、
一
一
一
五
頁
。

同
前
、
一
一
七
頁
。

同
前
、
二
三
頁
。

木
村
直
弘
「
〈
神
々
の
火
花
〉
と
し
て
の
〈
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
の
露
〉
|
|
!
官
岡
田
勲
《
イ
l
ハ
ト
i
ヴ
交
響
曲
》
が
根
ざ
す
も
の

|
|
」
(
岩
手
大
学
宮
津
賢
治
セ
ン
タ
ー
編
『
賢
治
学
』
第
二
輯
、
二

O
一
五
年
)
一
六
一

1
一
九
O
頁
。
こ
の
論
考
と
併
せ
て

三
部
作
を
成
す
以
下
二
一
編
の
拙
稿
も
参
照
さ
れ
た
い
。
木
村
直
弘
「
初
音
ミ
ク
は
な
ぜ
浮
遊
す
る
の
か
1
1
1
神
話
装
置
と
し
て
冨

田
勲
《
イ

l
ハ
ト

1
ヴ
交
響
曲
》

l
l」
(
「
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、

二
O
一
五
年
)
一
一
七
j

二
二
八
頁
。
お
よ
び
、
木
村
直
弘
「
〈
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
〉
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
1

1

富
田
勲
《
イ
l
ハ

ト
1
ヴ
交
響
曲
》
に
お
け
る
音
楽
引
用
を
め
ぐ
っ
て

l
l」
(
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
一
五
号
、
二

O
一
六
年
)
一
一
一
一
一
j
一
六
O
頁。

(7)

こ
の
公
演
は
、
河
合
尚
市
指
揮
に
よ
る
中
国
中
央
音
楽
院
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
E
O
S
交
響
文
献
楽
団
」
と
中
央
音
楽
院
楽
隊

学
院
合
唱
団
、
花
巻
市
民
を
中
心
と
し
た
合
唱
団
「
混
声
合
唱
団
イ
1
ハ
ト
l
ヴ
・
フ
レ
ン
ズ
、
イ
l
ハ
ト
l
ヴ
こ
ど
も
合
唱

隊
」
に
C
G
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
K
A
G
A
Y
A
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
富
田
自
身
は
北
京
初
演
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
賢
治

独
特
の
幻
想
世
界
を
、
現
地
で
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
心
配
だ
っ
た
」
が
大
成
功
し
「
普
遍
的
な
物
語
が
時
代
や
国
を

超
え
て
人
の
心
を
打
つ
。
そ
の
力
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
「
『
宮
沢
賢
治
の
童
話
」
無
限
の
広
が
り
を
音
楽
に
|
|

富
田
勲
」
(
司
O
冨
恒
国

O
Z
口
Z
巴

二

O

一
五
年
八
月
一
六
日
版
、
口
一
戸
忌
喜
一
¥
¥
巧
巧
巧
・

3
E
E・8
な
¥
2
-
E
5
¥

一
九
九
八
年
)

一一

O
頁。



見
当
ω
¥
N
C
H

印。∞
H
0
・
0
吋
g
H
U
G
-
ω
c・F
E
-
/
二
O
一
五
年
九
月
末
日
現
在
)
。
ち
な
み
に
、
富
田
勲
は
幼
少
期
、
会
社
(
鐘
紡
)
の

嘱
託
医
を
し
て
い
た
父
親
の
転
勤
で
中
国
に
渡
り
、
青
島
や
北
京
で
暮
ら
し
て
い
る
。
五
歳
の
頃
、
父
親
と
一
緒
に
北
京
の
天
壇

へ
行
っ
た
際
の
園
丘
や
回
音
壁
で
の
音
体
験
が
そ
の
後
富
田
の
音
楽
家
を
志
す
原
点
と
な
っ
た
。
斉
藤
明
美
『
家
の
履
歴
書
文

化
人
・
芸
術
家
篇
』
(
キ
ネ
マ
旬
報
社
、
二

O
一
一
年
)
三
六
O
頁
、
お
よ
び
、
木
村
、
前
掲
論
文
(
二

O
二
ハ
)
、
一
五
五

1

一
五
六
頁
参
照
。

(
8
)

吉
本
隆
明
『
宮
沢
賢
治
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
。
文
庫
版
一
九
九
六
年
、
特
に
「
第
六
章
擬
音
論
・
造
語
論
」
)
。
他

に
も
、
田
守
育
成
口
『
賢
治
オ
ノ
マ
ト
ベ
の
謎
を
解
く
」
(
大
修
館
書
底
、
二

O
一
O
年
)
、
杉
田
淳
子
編
「
宮
沢
賢
治
の
オ
ノ
マ
ト

ベ
集
』
(
筑
摩
書
房
、
二

O
一
四
年
)
等
々
。

(
9
)

木
村
直
弘
「
〈
摩
擦
〉
〈
震
動
〉
〈
感
染
〉
|
|
宮
津
賢
治
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
こ
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
と
石

川
三
四
郎
の
動
態
社
会
美
学
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
|
|
」
(
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第一

O
号
、
二

O
一
一
年
)
五
五
j
八
四
頁
。

(
叩
)
木
村
直
弘
「
イ
l
ハ
ト
l
ヴ
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
|
|
賢
治
作
品
に
お
け
る
「
音
の
景
観
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
岩
手
大

学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
五
号
、
二

O
O
六
年
)
一
七

1
三
八
頁
。
同
「
有
機
体
と
し
て
の

〈
農
村
文
化
〉
|
|
羅
須
地
人
協
会
の
時
代
l
l
l」
(
『
文
化
の
共
生
に
関
す
る
研
究
l
l
E
S
D
の
理
念
(
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
)

の
構
築
に
向
け
て
|
|
平
成
二

0
・
二
一
年
度
岩
手
大
学
学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
人
文
科
学
系
)
成
果
論
文
集
』
、
二

O
一
O
年
)

六
三

1
八
七
頁
。
同
「
宮
津
賢
治
〈
農
民
芸
術
概
論
〉
の
地
平
|
|
「
多
様
ノ
統
一
ノ
原
理
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
岩
手
大
学

教
育
学
部
研
究
年
報
』
第
七
O
巻
、
二

O
一
一
年
)
一
七
j
四
三
頁
。

(
日
)
「
【
新
】
校
本
宮
津
賢
治
全
集
第
二
ハ
巻
(
上
)
補
遺
・
資
料
篇
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
)
一
八
九
頁
。

(
ロ
)
同
前
、
二

O
O
頁。

(
日
)
こ
の
照
合
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
上
田
哲
「
宮
沢
賢
治
と
室
伏
高
信
l

l
「
農
民
芸
術
の

興
隆
」
に
お
け
る
賢
治
の
文
明
批
評
|
|
」
」
(
同
『
宮
沢
賢
治
ー
ー
そ
の
理
想
世
界
へ
の
道
程
改
訂
版
』
、
明
治
書
院
、

一
九
八
八
年
)
三
五
七

1
三
八
四
頁
。
五
嶋
千
夏
「
『
文
化
の
浸
落
』
読
者
と
し
て
の
宮
沢
賢
治
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
に
お

け
る
影
響
と
同
時
代
的
位
置
」
(
『
宮
沢
賢
治
研
究
旨

HE色
第
二
一
号
、
二

O
一
一
年
)
一
一
一
一
'i
一
二
六
頁
。

(
日
)
賢
治
存
命
当
時
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
「
芸
術
と
は
何
か
」
の
邦
訳
(
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
版
は
検
閲
に
よ
る
削

除
が
あ
っ
た
た
め
、
完
全
な
形
で
刊
行
さ
れ
た
の
は

P
M
1
E
q
冨
告
含
に
よ
る
英
訳
本
司
V
S
訟
民
立
w
F
C
E
C
R
巧
mw

宏
司
∞

g
F

5
0
0

で
あ
り
、
邦
訳
は
こ
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
)
は
、
以
下
の
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
有
馬
祐
政
訳
(
ト
ル

ス
ト
イ
『
芸
術
論
』
博
文
館
、
一
九
O
六
年
)
、
相
馬
御
風
(
昌
治
)
訳
(
「
芸
術
論
」
『
ト
ル
ス
ト
イ
論
文
集
第
一
芸
術
論
・
沙

翁
論
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
六
年
、
一

1
四
四
九
頁
)
、
木
村
毅
訳
(
四
種
あ
り
。
①
ト
ル
ス
ト
イ
「
芸
術
と
は
何
ぞ
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や
」
、
植
村
宗
一
一
樹
「
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
第
六
巻
人
生
論
他
」
春
秋
社
、
一
九
一
九
年
、
一

j
一
二
五
頁
、
②
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸

術
と
は
何
ぞ
や
」
、
春
秋
社
、
一
九
二
二
年
、
③
ト
ル
ス
ト
イ
「
芸
術
と
は
何
ぞ
や
」
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
第
一

O
巻
人
生
問
題

及
び
芸
術
論
集
」
春
秋
社
内
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
、
一

j
一
二
八
頁
、
④
杜
翁
全
集
刊
行
会
編
『
普
及
版
ト

ル
ス
ト
イ
全
集
第
四
二
巻
芸
術
と
は
何
ぞ
や
』
春
秋
社
内
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
、
二
一
八
頁
)
、
古
舘
清
太

郎
訳
(
ト
ル
ス
ト
イ
「
芸
術
論
」
『
世
界
大
思
想
全
集
第
二
三
巻
』
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
、
一

j

一
八
四
頁
)
、
河
野
与
一
訳

(
ト
ル
ス
ト
イ
「
芸
術
と
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
」
『
ト
ル
ス
ト
イ
〈
王
集
第
一
九
巻
』
岩
波
書
席
、
一
九
一
一
一
一
年
、
七
j
二
四
八
頁
)
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
賢
治
の
蔵
書
リ
ス
ト
に
あ
る
の
は
有
馬
訳
と
古
館
訳
で
あ
る
(
奥
田
弘
「
賢
治
の
読
ん
だ
本
ー
ー
ー
所
蔵
図
書
目

録
補
訂
|
|
」
栗
原
敦
編
「
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
宮
沢
賢
治
・
童
話
の
宇
宙
』
有
精
堂
、
一
九
九
O
年
、
二

O
九
頁
参
照
)
。

前
者
は
抄
訳
で
あ
り
、
ま
た
伊
藤
忠
一
の
ノ

l
ト
に
も
記
さ
れ
て
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
芸
術
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
感
染
」
が

「
感
脊
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
発
行
年
か
ら
す
る
と
後
者
は
、
少
な
く
と
も
岩
手
国
民
高
等
学
校
や
羅
須
地
人
協
会
の
講
義

に
は
参
照
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
こ
こ
で
も
「
感
染
」
に
つ
い
て
「
感
受
」
や
「
感
銘
」
と
い
っ
た
訳
語
を
宛
て
て
い
る
箇
所
も
見

受
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
賢
治
が
こ
れ
ら
の
訳
本
だ
け
を
参
照
し
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
読
み
や
す
い

現
代
語
訳
(
次
註
参
照
)
を
引
用
し
て
お
く
。

(
日
)
吋
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
芸
術
論
・
教
育
論
』
(
中
村
融
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
…
九
七
三
年
)
七
七
頁
。

(
日
)
同
前
、
三
七
頁
。

(
げ
)
間
前
、
九
八
頁
。

(
国
)
間
前
、
一

O
一一頁。

(
悶
)
間
前
、
七
七
頁
。

(
却
)
同
前
、
一

O
二
頁
。

(
幻
)
阿
部
孝
「
大
正
の
終
る
頃
」
(
続
橋
達
雄
編
「
宮
沢
賢
治
研
究
資
料
集
成
』
第
一
八
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二

年
)
三
五
j
三
六
百
(
。

(
沼
)
藤
原
草
郎
(
嘉
藤
治
の
筆
名
)
『
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
豚
』
「
あ
と
が
き
」
(
続
橋
達
雄
編
『
宮
沢
賢
治
研
究
資
料
集
成
』
第
一
一
一
巻
、

日
本
国
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
O
年
)
一

O
九
頁
。

(
お
)
石
川
三
四
郎
「
士
民
芸
術
論
」
(
「
石
川
三
四
郎
著
作
集
』
第
三
巻
、
青
土
社
、
一
九
七
八
年
)
二
六
頁
。

(
剖
)
同
前
、
三
一
頁
。

(
お
)
タ
ゴ

i
ル
「
人
格
論
」
(
中
村
元
・
我
妻
和
男
訳
)
『
タ
ゴ

l
ル
著
作
集
4
』
(
ア
ポ
ロ
ン
社
、
一
九
六
一
年
)
一
八

O
頁。

(
お
)
同
前
、
一
一
八
頁
。

(
幻
)
ち
な
み
に
、
賢
治
は
当
初
こ
の
箇
所
を
《
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
》
で
は
な
く
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
次
に
グ
ノ

l
(
賢
治
の
表
記
は
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「グ
l
ノ
l
」
)
の
《
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
《
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
》
に
曲
を
変
更
し
た
際
、
最
初
「
ト
ロ
イ
ラ

イ
」
、
次
に
「
ト
ロ
メ
ラ
イ
」
と
誤
っ
た
表
記
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
ト
ロ
メ
ラ
イ
」
が
単
な
る
賢
治
の
書
き
間
違

い
で
は
な
く
、
三
毛
猫
の
街
学
性
を
強
調
す
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
【
新
}
校
本
宮
津
賢
治
全
集
第
一
一
巻
・
童
話

W
・
校
異
篇
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
)
二
九
一
1
二
九
二
頁
参
照
。

(
お
)
賢
治
作
品
に
お
け
る
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ

l
的
な
「
影
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
木
村
直
弘

「
宮
津
賢
治
影
へ
の
射
程
|
|
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
と
い
う
回
路
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
岩
手
大
学
宮
津
賢
治
セ
ン
タ
ー
編
『
賢

治
学
』
第
一
輯
、
二

O
一
四
年
)
一
一
二
八
1
一
七
六
頁
。
お
よ
び
、
木
村
直
弘
「
宮
津
賢
治
と
ド
ッ
ベ
ル
ゲ
ン
ガ
1
1
|
青
森
挽

歌
に
お
け
る
〈
喪
〉
の
視
座
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
中
里
ま
き
子
編
『
ト
ラ
ウ
マ
と
喪
を
語
る
文
学
』
朝
日
出
版
社
、
二

O
一
四

年
)
八
五
j
九
八
頁
。

(m)
こ
れ
に
関
連
し
て
、
賢
治
作
品
に
お
け
る
「
火
花
」
も
含
め
た
「
摩
擦
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
重
要
性
を
説
い
た
以
下
の
拙

稿
を
参
照
の
こ
と
。
木
村
直
弘
「
宮
津
賢
治
が
「
勉
強
」
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
本
|
|
「
暗
闇
で
毛
を
逆
立
て
、
パ
チ
パ
チ

火
花
を
出
す
」
猫
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
宮
沢
賢
治
研
究
旨

HE色
第
二
四
号
、
二

O
一
四
年
)
九
一
ニ
1
一

O
六
頁
。

(
却
)
前
掲
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
』
九
七
頁
。

(
泊
)
ち
な
み
に
、
中
国
に
お
け
る
賢
治
作
品
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
雷
剛
「
中
国
に
お
け
る
宮
沢

賢
治
の
翻
訳
と
普
及
」
(
相
揮
瑠
璃
子
訳
、
王
敏
編
『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
文
化
|
|
日
中
韓
文
化
関
係
の
諸
相
』
、
三
和
書
籍
、

二
O
二
二
年
)
一
八
三
j
一
一
一
一

O
頁
。
ち
な
み
に
、
新
中
国
建
設
後
の
賢
治
翻
訳
の
沈
黙
期
に
唯
一
翻
訳
出
版
さ
れ
た
も
の
と
し

て
洪
折
意
訳
の
『
小
木
偶
技
大
提
琴
』
(
中
国
少
年
児
童
出
版
社
、
一
九
五
七
年
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
同
前
、
一
八
六
頁
)

0

(
認
)
矢
崎
源
九
郎
『
日
本
の
外
来
語
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
六
四
年
)
一
ム
ハ
九
1
一
七

O
頁。

(
お
)
前
掲
『
【
新
}
校
本
宮
津
賢
治
全
集
第
一
一
巻
・
童
話
W
・
校
異
篇
』
二
八
七
頁
参
照
。
ち
な
み
に
、
⑮
で
は
、
註
で
こ
の
名

前
の
変
遷
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
「
テ
イ
シ
ウ
」
は
「
提
修
」
、
「
ゴ

l
バ
1
」
に
は
「
高
巴
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
て
い

る
。
「
ゴ

l
シ
ユ
」
と
い
う
名
前
の
由
来
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
梅
津
時
比
古
『
《
ゴ
1
シ

ユ
》
と
い
う
名
前
|
|
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
1
シ
ユ
》
論
』
(
東
京
書
籍
、
二

O
O
五
年
)
。
な
お
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
語
で
「
ゴ

l
シ

ヤ
」
に
「
騒
音
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
〈
摩
擦
〉
〈
震
動
〉
〈
感
染
〉
」
七
O
j
七
一
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

(
泊
)
『
風
大
豆
町
』
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
以
下
も
参
照
の
こ
と
。
森
荘
巴
池
「
『
風
大
寄
』
の
こ
と
」
(
続
橋
達
雄
編
『
宮
津
賢
治

資
料
集
成
』
第
三
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
O
年
)
三
五
一
1
三
五
八
頁
。

(
お
)
ち
な
み
に
、
二

O
一
五
年
六
月
に
合
格
し
た
台
湾
の
淡
江
大
学
日
本
語
文
学
系
碩
士
論
文
に
、
彰
琉
鰐
「
擬
聾
語
、
擬
態
語
的

日
中
野
諮
研
究
|
|
以
宮
津
賢
治
童
話
中
誇
本
為
中
心
|
|
」
(
本
文
日
本
一
語
)
が
あ
る
。
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l
シ
ユ
》
を
含
む
五
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つ
の
賢
治
童
話
に
つ
い
て
、
台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
中
国
語
訳
、
す
な
わ
ち
、
⑪
と
欧
千
華
訳
(
『
銀
河
鍛
道
之
夜
』
小
知

堂
、
二

O
O
O年
十
二
月
。
稿
者
は
未
見
。
⑮
の
旧
版
か
)
を
取
り
上
げ
、
各
々
に
お
い
て
賢
治
の
書
い
た
オ
ノ
マ
ト
ベ
に
つ
い

て
対
応
す
る
中
国
語
の
オ
ノ
マ
ト
べ
が
な
い
場
合
と
あ
る
場
合
と
に
分
け
、
さ
ら
に
前
者
を
「
別
の
中
国
語
訳
」
「
他
要
素
で
代

替
」
「
省
略
」
の
三
つ
、
後
者
を
そ
れ
ら
に
「
対
応
す
る
中
国
語
訳
」
を
加
え
た
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
、
原
文
の
オ
ノ
マ

ト
ペ
を
分
類
し
そ
の
傾
向
を
分
析
し
て
い
る
(
一
一
一
六

1
一
五
二
頁
参
照
)
。

72 

※
文
中
の
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

1
シ
ユ
》
の
引
用
は
す
べ
て
『
【
新
}
校
本
宮
津
賢
治
全
集
第
一
一
巻
・
童
話
N
・
本
文
篇
』
(
筑
摩
書
一
局
、

一
九
九
六
年
)
に
依
っ
た
。

特集越境する賢治

[
謝
辞
]

前
述
の
よ
う
に
、
本
稿
は
ま
さ
に
中
国
・
北
京
へ
「
越
境
」
中
に
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
滞
在
期
間
中
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
清
華
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岐
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華
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岩
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